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序     文 

 
日本国政府はインドネシア国政府の要請に基づき、南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏の 4 水道

公社（マカッサル市、マロス県、ゴワ県、タカラール県）の人材育成、能力強化を図るものとして、

2009 年 9 月から 2 年 6 か月間の計画で「南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏上水道サービス改善

プロジェクト」を実施しました。 

国際協力機構は、このたび評価 5 項目における評価の実施と提言・教訓を導き出すための終了時評

価調査団を平成 23 年 11 月 3 日から 11 月 25 日の日程で派遣しました。調査団は、インドネシア側メ

ンバーと合同評価チームを構成して現地調査を行い、その結果を合同評価レポートとしてミニッツに

取りまとめ、署名交換を行いました。 

本報告書は、終了時評価調査時の調査および協議に基づく結果を取りまとめ、今後の協力への活用

を通じ、更なる発展に繋がることを目的としております。 

終わりに、これら一連の調査及び協議にご協力とご支援を頂いた関係者の皆様に対し、心より感謝

申し上げます。 

 
2012 年 4 月 

 
独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 
部長 江島 真也 
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（南スラウェシ州マカッサル市、マロス県、ゴワ県、タカラール県からなる指定地域） 



 

 

略 語 表 

BAPPENAS Badan Perencanaan Pembangunan Nasional 国家開発企画庁 

BPPSPAM Badan Pendukung Pengembangan Sistem 
Penyediaan Air Minum 

公共事業省水道開発支援庁 

CAD Computer aided design system コンピューターを活用した設計 

Cipta Karya  人間居住総局（公共事業省） 

C/P Counterpart カウンターパート 

DSPS Dinas Spatial planning and Settlements 空間計画居住局 

FRAP Financial Recovery Action Plan 財務改善行動計画書 

GIS Geographic Information System 地理情報システム 

GOI Government of Indonesia インドネシア政府 

GOJ Government of Japan 日本政府 

JET JICA Expert Team JICA 専門家チーム 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

JCC Joint Coordinating Committee 合同運営委員会 

MMDCB Maminasata Metropolitan Development 
Cooperation Board 

マミナサタ広域都市圏開発協力委員会 

NTU Nephelometric Turbidity Unit 濁度の測定単位 

NRW Non-Revenue Water 無収水 

O&M Operation and Maintenance 運転維持管理 

OJT On-the-Job Training 実地研修 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

PDAM Perusahaan Daerah Air Minum 水道公社 

PDM Project Design Matrix プロジェクトデザイン・マトリックス 

pH potential of Hydrogen 水素イオン指数 

PIU Project Implementation Unit プロジェクト実施ユニット 

PO Plan of Operation 実施計画 

PU Public Umum 公共事業省 

R/D Record of Discussions 討議議事録 

ROA Return on Asset 資産収益率 

Rp. Rupiah ルピア（インドネシアの通貨単位） 

SOP Standard Operation Procedures 標準運転手順書、標準取扱仕様書 

SPAM Sistim Penyediaan Air Minum 水供給システム 

UPTD Unit Pelaksana Teknis Dinas 地域技術実施ユニット 

BLU Badan Layanan Umum 公共サービス機関 
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評価調査結果要約表 

1. 案件の概要 

国名：インドネシア共和国 案件名：南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏上水道

サービス改善プロジェクト 

分野：上水道 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部水資源・ 
防災グループ 

協力金額（終了時評価時点）：約 4.3 億円 

協力期間 R/D：2009 年 7 月 
2009 年 9 月～2012 年 3 月 
（2.5 年間） 

先方関係機関： 
プロジェクト監督機関：公共事業省人間居住総局 
プロジェクト実施機関：南スラウェシ州空間計画居

住局、マミナサタ広域都市

圏の水道公社（4 公社） 

日本側協力機関：名古屋市上下水道局、岡山市水道局、

株式会社日水コン、株式会社コーエイ総合研究所 

他の関連機関：厚生労働省 

1-1. 協力の背景と概要 
スラウェシ島南部に位置するマミナサタ都市圏は、マカッサル市（人口 129 万人、2005 年）を中

心とし、近隣のマロス県、ゴワ県、タカラール県にまたがる広域都市圏として政府の指定を受けてお

り、総人口約 225 万人（2005 年）を擁する東部インドネシア経済の中心地である。しかし、水道普

及率は中心都市マカッサル市でも 70％、他の 3 県では 15％と低く、都市化の進展に水道施設の拡張

が追いついていなかった。その主な理由は、無収水率が約 30～50％と高いこと、債務返済の負担が

大きいこと、水道料金が低すぎることが水道公社（PDAM）の経営を圧迫しており、管網の更新や給

水区域の拡張に必要な投資資金の手当てができないことだった。また、4PDAM の水源は主に表流水

であり、雤期には濁度が高くなるため適切な水質管理に基づく浄水場の運転が必要とされるが、小規

模浄水場では基礎的な水質分析機器すら整備されておらず、水質検査を行わないまま配水されてい

た。このようなサービス水準の低さが住民の水道料金支払意思を低下させ、無収水率が高い一因と

なっている。さらに都市化の進展への対応、水源の確保等、域内の水道事業体に共通する広域的課題

が認識されていたが、4PDAM 間の連携・調整メカニズムがなく、問題解決に向けた体制が構築でき

ていなかった。このような背景を踏まえ、マミナサタ広域都市圏に位置する 4 つの PDAM を対象に、

(1) 広域連携体制構築、(2) 無収水率改善対策、(3) 財務改善、(4) 施設維持管理改善、(5) 水質管理

改善を通じた水道事業運営・維持管理体制の改善により、水道サービスの向上を図ることを目的とし

て、円借款付帯プロジェクトが開始された。 
 
1-2. 協力内容 
マミナサタ広域都市圏のマカッサル市、マロス県、ゴワ県、タカラール県の水道公社において、各

水道公社職員を対象に、上水道サービスの改善を図るために、OJT を通じて技術移転を行う。 
 
(1) 上位目標 
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マミナサタ広域都市圏における水道公社による上水道サービス（能力・質）が改善される 
(2) プロジェクト目標 
マミナサタ広域都市圏における水道公社職員の上水道サービスの財務管理・維持管理能力が向上す

る 
(3) 成果（アウトプット） 

1) 水道公社間の地域内協力・調整メカニズムが強化される 
2) PDAM の財務管理能力が強化される 
3) PDAM の無収水削減能力が強化される 
4) PDAM の GIS データベース構築能力が強化される 
5) 小規模浄水施設の水質管理能力が強化される 

 
(4) 投入（終了時評価調査時点） 
日本側：総投入額 約 4.3 億円 

短期専門家派遣： 13 人：86.17MM（2011 年 11 月時点） 
分野：総括/上水道事業運営/CD、上水道事業体運営、副総括/無収

水削減対策、漏水探知技術、財務管理、経営管理/顧客対策、浄水

場維持管理、水質管理、GIS、組織間連携、業務調整、業務調整/
水質管理 

本邦研修： 17 人（合計 8.07MM） 
機材供与： 5,290 万円 

主な機材は、財務管理用のコンピューター、漏水探知機器、流量

計、GIS サーバー、ソフトウェア、その他 GIS に必要な機材、水

質分析機器 
現 業務費： 1 年次：3,031 万円（実績） 

2 年次：2,561 万円（計画） 
 
相手国側： 

カウンターパート配置： プロジェクト・ダイレクター1 人、プロジェクトマネージャー

1 人、各 PDAM から対象分野ごとにスタッフを配置 
ローカルコスト負担：  トレーニングに参加する際のカウンターパートの旅費と

日当宿泊費（カウンターパート所属の組織より支出） 
 南スラウェシ州空間計画居住局（DSPS）内のプロジェク

ト事務所用の電気代、インターネット接続費、水道料金

など（DSPS 負担） 
 プロジェクトで供与されたカスタマーメーター、水質分

析機器などの設備・機材の設置費用、運営維持管理費

（PDAM 負担） 
 運営委員会や合同調整委員会メンバーが会議に出席 る

際の給与、旅費、日当など（メンバーが所属する機関の
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負担） 
その他：  南スラウェシ州DSPS内のプロジェクトの事務スペース、

必要な設備 
 プロジェクトの活動に必要な会議室や研修のための場所 

 

2. 評価調査団の概要 

調査者 担当分野 氏名 所属 

総括 宮本秀夫 JICA 地球環境部水資源・防災グループ参事役 
都市水道 本多祐二 名古屋市上下水道局 
協力企画 磯辺良介 JICA 地球環境部水資源第一課 
評価分析 南村亜矢子 合同会社 適材適所 

 

調査期間 2011 年 11 月 3 日～26 日 評価種類：終了時評価 

3. 評価結果の概要 

3-1. 実績の確認 
 成果 1：水道公社間の地域内協力・調整メカニズムが強化される 

水道公社間の地域内協力・調整メカニズムの強化については、部分的に達成された。 
関係者と共に地域内協力・調整メカニズムに関する議論を進めた結果、広域連携のテーマとして

「PDAM 間の区域外給水」と「州政府主導の広域給水事業」の 2 つが特定された。これまで、

「PDAM 間の区域外給水」に関しては、ゴア－タカラール、マカッサル－タカラール間の協定

書が締結され、マカッサル－マロス間の協定も協議が進んでいる。「広域給水事業」については、

州政府の主導によるマミナサタ広域都市圏の協力メカニズムの内容が明確になり、枠組みが策定

された。現時点ではまだこの一般広域連携協定の合意には至っていないが、州政府の主導によっ

てバル市のニュータウンにおける給水事業計画において、プロジェクトで協議されたような広域

給水事業の枠組みを適用して計画を進めているという事例もみられる。 
 

 成果 2：PDAM の財務管理能力が強化される 
PDAM の財務管理能力の強化については、概ね達成された。 
プロジェクトで OJT を実施した結果、各 PDAM のカウンターパートは財務諸表を活用した財務

分析、プロジェクトが作成した財務モデルを活用した BPP SPAM 指標の分析・予測、内務省の

ガイドラインに基づいた水道料金の算定などができるようになった。マカッサル市では料金徴収

率が 2007 年には 86％だったものが、2010 年には 96％に上昇するなど、これまでほとんどの

PDAM で水道料金の徴収率が改善され、2010 年の目標値を達成した。水道料金の徴収率を改善

するために、プロジェクトでは料金未納者への徴収活動を実施した。マカッサルでは既に未納者

への徴収活動を着実に実施して成果を上げていたので、マロス、ゴワ、タカラールの 3つの PDAM
に対して料金徴収活動をプロジェクトで支援した。料金徴収活動のパイロット地区での活動を通

じて、3 つの PDAM のカウンターパートは徴収活動の手順を学び、未納者への徴収活動が非常

に効果的な活動であると認識できた。また県知事や市長に対して PDAM の財務状況やプロジェ

クトの活動が PDAM の給水サービスの改善に貢献することを説明し、PDAM の財務状況を改善

するための方策を議論するためのワークショップが開催された。ワークショップを通じて、自治

体関係者は管轄する PDAM の財務状況を理解し、上水道事業の経営を強化する必要性を理解し
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た。ワークショップで PDAM の財務状況等の報告を受けて、タカラール県では水道料金の値上

げに踏み切ったなどの効果が見られた。 
 

 成果 3：PDAM の無収水削減能力が強化される 
PDAM の無収水削減能力の強化については、概ね達成された。 
各 PDAM で無収水削減委員会を形成し、プロジェクトで委員会メンバーの役割を明確に定義し

てメンバー全員の能力を向上させ、チームとして無収水削減の活動に取り組めるように指導し

た。水道メーターの検針員を対象とした研修も実施され、検針員は正しい検針方法を習得し、実

測値に基づいた水道料金の請求ができるようになった。さらにカウンターパートは無収水削減で

実施すべき詳細な活動項目や必要経費の算出方法も学び、パイロット地区における無収水削減活

動（1 回目、2 回目）の予算が各 PDAM で確保された。現在では、カウンターパート自身で無収

水削減計画を立案し、計画した活動を適切に実行できるようになっている。 
 
プロジェクトが実施される前は、無収水率は生産量を元に計算されており、推定値に近かったが、

プロジェクトで設置されたマスターメーターによって浄水場からの正確な配水量を把握するこ

とができるようになり、実測値に基づいて無収水量を計算できるようになった。これによって配

水量のデータと無収水率の数値の信頼性が以前よりも向上したといえる。無収水率は全 PDAM
で減尐しており、例えば、マロス県のあるパイロット地区では無収水率が 61.1％から 26.6%に低

下するなど、ほぼ全てのパイロット地区における無収水率削減の目標を達成している。このよう

に無収水削減対策の活動によって、パイロット地区で大きな効果が現れたため、カウンターパー

トは無収水削減対策の活動の効果について認識し、この活動に対するモチベーションを高めたと

いえる。 
 

 成果 4：PDAM の GIS データベース構築能力が強化される 
PDAM の GIS データベース構築能力の強化については、概ね達成された。 
GIS はほとんどの PDAM にとって新しい概念であったが、カウンターパートは GIS の基本的な

操作に関する知識とスキルを習得した。具体的には、データ入力、ベースマップの作成、地物や

属性データの編集ができるようになった。さらにシステムのチェック、不具合が起こった場合の

リカバリー、バックアップや復元方法などのシステムメンテナンスについても必要なスキルを習

得した。全ての PDAM で 2011 年の 6 月には既にモデル地区における配管図のデジタル化作業を

終了しており、モデル以外の地区分の作業を既に開始している。 
 

 成果 5：小規模浄水施設の水質管理能力が強化される 
小規模浄水施設の水質管理能力の強化については、概ね達成された。 
プロジェクトでは対象の浄水場ごとに SOP（Standard of Procedure）の作成を支援し、現在では浄

水場のスタッフは pH と濁度に関する水質検査ができるようになった。プロジェクト活動を通じ

て、カウンターパートは水質分析の意義・重要性を理解し、水質検査の正しい手順、検査結果の

記録の取り方、検査結果を浄水処理へフィードバックする方法などを習得した。さらに薬品注入

や凝集剤使用の効率化を図ることもできた。 
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 プロジェクト目標の達成：マミナサタ広域都市圏における水道公社職員の上水道サービスの財務

管理・維持管理能力が向上する 
マミナサタ広域都市圏における水道公社職員の上水道サービスの財務管理・維持管理能力は向上

し、プロジェクト目標は達成された。 
各 PDAM の運営・維持管理に関するパフォーマンス指標は、プロジェクト開始当初と比較する

と劇的に改善している。2010 年にゴワでは 104％になるなど、コストリカバリー率は、ほぼ全

PDAM で目標を達成している。接続栓数は、無収水対策活動や財務改善の効果が接続栓数に現

れるまで一点の時間を要するため、現時点ではプロジェクトの直接的な効果を検証することは難

しいが、2012 年あるいは 2013 年の数値に効果が現れると考えられる。水質基準遵守日数は大幅

に改善され、マカッサルやゴワの一部の浄水場では 100％を記録するなど、多くの浄水場におい

て目標値を達成している。プロジェクトで指導してきた知識やスキルは、PDAM の日常におけ

る上水道事業の運営に必要不可欠なものであるため、研修で得たスキルや技術は既に日常業務で

活用されている。 
 

3-2. 評価結果の要約 
(1) 妥当性 
プロジェクト開始当初から今日まで、インドネシアにおける上水道分野の政策に大きな変更はな

い。本プロジェクトの内容は、国家開発企画庁（BAPPENAS）が作成した国家中期開発計画（2010-2014）
と整合性を保っている。また公共事業省では引き続き水道公社経営健全化計画（PDAM Health Program 
2007）を実施しており、PDAM の経営改善を推進している。日本政府が策定した対インドネシア国

別援助計画とも本プロジェクトは整合性を保っており、JICA が推進してきた南スラウェシ州地域開

発プログラムのサブプログラムである「マミナサタ広域都市圏開発サブプログラム」のひとつに本プ

ロジェクトも含まれている。マミナサタ広域都市圏は、インドネシア国公共事業省が策定した国家空

間計画において、早急に都市開発を必要とする特別地域に指定されており、広域連携による都市環境

整備に向けた枠組みが整備されてきた。都市環境に関しては、同地域における水道普及率の向上と水

質の改善を含めた PDAM の上水道サービスの改善がひとつの課題であり、この点で本プロジェクト

はマミナサタ広域都市圏のニーズにも合致している。日本は上水道事業の分野では技術の優位性があ

り、経験が豊富な人材を有している。特に本プロジェクトの JICA 専門家チームは、地方自治体の水

道局職員と ODA のコンサルタントで構成されてそれぞれの強みを活かせるように配置され、本プロ

ジェクトを運営するにあたり妥当だったといえる。 
 
(2) 有効性 
プロジェクトの有効性は高いと判断できる。対象 PDAM のスタッフの上水道サービスの財務管

理・維持管理能力は向上している。またプロジェクト期間終了までに「広域給水事業」の協力の枠組

みについて関係機関が合意できれば、上水道セクターの広域事業における協力体制の基盤が確立する

ことになり、将来マミナサタ広域都市圏の都市環境を推進する際に活用されると期待される。本プロ

ジェクトで設定されている 5 つのアウトプット（成果）はプロジェクト目標を達成するために必要不

可欠な要素であり、プロジェクト目標の達成に大きく影響する外部要因も見当たらないため、アウト
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プットの達成が確実にプロジェクト目標の達成につながるといえる。アウトプットの達成見込みが高

いことに加え、本プロジェクトでは水道事業の改善に向けた PDAM トップ層の強いリーダーシップ

とコミットメントが、プロジェクトの高いパフォーマンスを引き出しているといえる。 
 
(3) 効率性 
プロジェクトは効率的に運営されてきたと判断できる。これまで投入の質・量は計画されたアウト

プット（成果）を生み出すためにほぼ十分であり、投入はプロジェクト活動に十分活用されてきた。

専門家のアサインメントのタイミングは、活動の進捗に応じて適宜調整され、プロジェクト活動を円

滑に進める要因となっている。本邦研修は 3 度実施され、日本の水道政策や事業を知ることによって

プロジェクトの実施を促進する結果となった。特に研修プログラムは、研修参加者の水道事業に対す

る意識を変化させ、規律をもって日々の業務を遂行することの重要性を認識することにつながった。

月例で開催される PIU（Project Implementation Unit）会議によってプロジェクトがより円滑に実施さ

れたといえる。PIU 会議はカウンターパートが他の PDAM での活動状況を把握し、さまざまな経験

を共有して問題解決について議論できるよい機会となった。 
 
(4) インパクト 
プロジェクトがこれまで推進してきた活動を今後も 4 つの PDAM が維持していけば、上位目標は

達成される見込みであると考えられる。活動を維持するためには、水道サービスに対するスタッフの

モチベーションが維持・促進される必要があるが、PDAM が努力してプロジェクトで実施した活動

を維持できれば、プロジェクトで強化された能力がさらにアップし、PDAM による上水道サービス

の質の改善と給水事業の実施能力の向上につながるといえる。これに加え、この上位目標を達成する

ためには、中央・地方政府からの資金援助が継続的に行われることが必要不可欠である。特に 2015
年までに国家目標である水道普及率の増加を達成するためには、水道設備を拡張する必要があり（新

規浄水場の建設、既存施設の改修、配管網拡張など）、そのための資金確保は必須条件である。 
 
(5) 持続性 
政策・制度面、財政面、技術面を勘案し、ある程度の持続性が担保されていると考えられる。 
■ 政策・制度面 
インドネシア政府は、2015 年のミレニアム開発目標で設定された水道普及率 80%を達成するた

めに、中期国家開発計画（2010-2014）で 2014 年までに水道普及率を 70%（パイプ給水普及率は

32%）に増加させる政策を維持している。さらに公共事業省と財務省は依然として PDAM の財務

改善に関する政策を推進しており、財務改善を達成できた PDAM は資金援助を受けることができ

る。南スラウェシ州では今日までマミナサタ広域都市圏で上水道サービスを含めた開発プログラム

を推進している。このように PDAM にとって良好な政策環境が今後も維持されると考えられる。 
 
■ 財政面 
本プロジェクトで対象となった全 PDAM では財務状況が改善され、スタッフの財務分析の能力

が向上し、財務モデルを活用した将来予測もできるようになったので、PDAM では今後もよい財

務状況が維持されると考えられる。財務状況が改善されると PDAM では中央・地方政府から設備
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拡張のための資金援助が得られることになる（これにはドナーからの借款等も含まれる）。さらに

PDAM ではプロジェクトが推進してきた活動が水道事業を運営する上で効果的な活動だと十分理

解しているので、今後も日常業務や機材のメンテナンスにかかる費用を確保できるように努力する

と期待できる。ただし、水道料金引き上げについては、政治的に困難な面もあるため、留意が必要

である。 
 

■ 技術面 
対象 PDAM では、プロジェクト活動によって向上した知識とスキルが水道事業に必要不可欠な

ものだと認識していることを終了時評価で確認しており、プロジェクト終了後も活動は継続される

と期待できる。また、各 PDAM で中心的な役割を担っているカウンターパートがプロジェクトで

実施した研修に参加できなかったスタッフや、新規採用のスタッフに知識やスキルを伝達すること

によって、技術面の持続性が確実に確保されることになるといえる。プロジェクトでは全てのアウ

トプットで研修教材が作成されているので、今後内部で他スタッフに研修を実施する際に、これら

の教材が役立つといえる。機材に関しては、ジャカルタあるいはマカッサル市でアフターサービス

が受けられる機材が調達されているので、日常のメンテナンス作業が確実に行われていれば、

PDAM にとって大きな問題にはならないと考えられる。カウンターパートは GIS の基礎的なメン

テナンス作業はできるようになっているが、万一複雑なトラブルが発生した際には、インドネシア

国内で外部サポートが必要になると考えられる。したがってプロジェクト実施期間中に JICA 専門

家とカウンターパートで、プロジェクトが終了した後に外部サポートを受ける方法を検討する予定

である。 
 
3-3. 効果発現に貢献した要因 
(1) 計画内容に関すること 

 本プロジェクトの JICA 専門家チームは、日本の自治体の水道局職員と ODA コンサルタン

トで構成された。日本での水道事業を運営している水道局と ODA における水道事業の経験

豊富なコンサルタントを組み合わせることによって、カウンターパート機関のニーズにきめ

細かく対応することができ、カウンターパートから高い信頼を得ることとなった（プロジェ

クトの実施を促進した要因）。 
(2) 実施プロセスに関すること 

 PDAMのトップ層が水道事業の改善に向けた強い意志と確固たる姿勢を示し、リーダーシッ

プを発揮したこと（本プロジェクトの効果を促進した要因） 
 月例で開催された PIU 会議が、プロジェクトの進捗を確認する場のみならず、PDAM 間の

情報・意見交換の場として活用され、お互いを高めるよい機会になったこと（プロジェクト

の実施を促進した要因） 
 本邦研修によって、水道事業のあるべき姿を実際に見ることによって、プロジェクトが目指

している方向性を州政府関係者や PDAM のトップ層が認識できたこと（プロジェクトの実

施を促進した要因） 
 
3-4. 問題点及び問題を惹起した要因 
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(1) 計画内容に関すること 
プロジェクト開始当初に調達された pH メーターに不具合が頻発し、ジャカルタでの修理が必要と

なったため、プロジェクトではマカッサル市でアフターサービスを受けられる別タイプの pH メー

ターを調達した。さらに供与された相関流量計は現在の PDAM のカウンターパートにとってはやや

ハイレベルの機材であり、この機材よりも廉価で数量を増やした機材調達を行ったほうが、プロジェ

クトで無収水削減の対策活動を実施するためには有益であったとのことである。しかしながら、この

問題はプロジェクト全体の効率性に大きな影響を与えたわけではなく、プロジェクトの成果への影響

は限定的だった。 
(2) 実施プロセスに関すること 
特になし 
 

3-5. 結論 
プロジェクト期間の終了までに、予定している全ての活動が実施されれば、当初の目標は達成さ

れると考えられる。対象の PDAM では上水道サービスの財務管理・維持管理能力が向上してきてい

る。現在では、PDAM は信頼性の高い数値データ（指標）によって水道サービスと財務の状況を把

握できるようになった。プロジェクトの妥当性は高く、有効性、効率性ともに高い。これまでプロ

ジェクトに影響を与えている負の要因も見当たらなかった。PDAM が健全な財務状況を維持し、給

水施設の拡張のために必要な資金援助を中央・地方政府から得られれば、プロジェクトのインパク

トも発現すると期待できる。これまで持続性を阻害する大きな要因は見当たらないので、PDAM が

継続して日々の活動を推進していければ、持続性も確保できると考えられる。よって、プロジェク

トを予定通り終了するのが適切である。 
 
3-6. 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
(1) プロジェクト期間中に取るべき措置 

 プロジェクト期間終了までに一般広域連携協定について関係者間で合意すること 
プロジェクト終了までに、プロジェクトが推進してきた一般広域連携協定の締結に向けた努

力が継続されることが望まれる。マミナサタ広域都市圏では、水源が限られているなどの課

題があるため、この協定が締結されれば PDAM は限られた水源を確保して給水事業を行え

るようになる。さらにこの協力枠組みを活用すれば給水人口を拡大することにもつながり、

PDAM に有益な協定となる。今後さらに州政府が調整役として主導権を発揮し、広域供水

事業の形成や実施が進むことが期待される。  
 

 供与機材のメンテナンス情報の集約と周知徹底すること 
プロジェクトから供与された機材のメンテナンスを実施できる代理店や企業の情報を集約

する必要がある。これはプロジェクト終了後も確実にメンテナンスできる体制を確立してお

くためである。 
 

 プロジェクト終了後、GIS の技術サポートを得られる外部リソース先を検討すること 
プロジェクト終了後、PDAM がソフトウェアの更新や技術トラブル対応を含めた GIS の技
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術サポートを受けられる外部リソース先を検討する必要がある。JICA 専門家は GIS の運用

について経験が豊富なので、プロジェクト実施期間中に専門家からのインプットやアイディ

アを得て地元の外部サポート先を検討するとよりよいオプションが検討できると考えられ

る。GIS の分野では、現在各 PDAM で GIS データベース構築の拡張計画を作成中であり、

専門家と協議した外部サポート先のオプションも拡張計画に含めておくとよい。 
 

 給水率向上のため、PDAM の給水事業が改善された点について広報を強化すること 
プロジェクトが支援対象とした浄水場から配水されている水が、現在では国家水質基準を遵

守した水質を保っていることや、PDAM の財務状況が改善したことなど、PDAM のパフォー

マンスが改善したことを住民に広報することは重要である。地域住民が PDAM の水道事業

の改善に向けた取り組みとその結果を知ることによって、新規接続数の増加にもつながると

考えられる。プロジェクト期間終了までに、JICA 専門家と具体的な広報の方法や内容につ

いて協議し、効果的な広報が継続的に実施されることが期待される。 
 

 経費削減効果を可視化すること 
PDAM スタッフのモチベーションを上げる方法のひとつに経費削減の効果を定量的に示す

ことが考えられる。例えば、PDAM において浄水処理過程で凝集剤や薬品注入量を最適化

したことによって運用コストがどの程度削減されたのかを数値で示すことも可能だと考え

られる。同様に無収水削減活動によって漏水を防いだ水量を水道料金で貨幣価値に換算し

て、その効果を示すこともできると考えられる。 
 

(2) プロジェクト終了後にインドネシア側で実施すべき項目 
 PDAM 間で技術分野の人的ネットワークを確立すること 

プロジェクト活動を通じて、PDAM カウンターパート間の人的ネットワークが強化された。

プロジェクトでは毎月 PIU 会議を開催したり、アウトプットごとに 4PDAM のカウンター

パートを召集して適宜会議を開催していた。こうした機会は情報共有や、アイディアの交換、

共通の課題の議論の場となり、カウンターパートにとって非常に有益だった。プロジェクト

終了後も、4 つの PDAM の各分野の担当者で技術作業部会あるいは技術チーム（財務管理

チーム、無収水削減チーム、GIS チーム、水質管理チーム）などを立ち上げ、PDAM 間の連

携会議を継承していくことが望まれる。 
 

 各 PDAM 内部で知識やスキルの移転を促進すること 
プロジェクトでは 5 つの分野（域内連携、財務管理、無収水削減、GIS、水質管理）で技術

指導を実施しており、各分野でカウンターパートの能力向上を図ってきた。プロジェクトの

カウンターパートは各 PDAM で中心的な役割を果たしているスタッフであり、所属してい

る PDAM の他スタッフにプロジェクトで修得した知識やスキルを移転する立場にいる。他

スタッフへの知識・スキルを移転することで、さらに PDAM の人材開発が強化されること

になり、プロジェクトの技術的な持続性の確保につながる。 
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 広域連携給水プロジェクトが実施された際に州政府の主導によって UPTD（地域技術実施ユ

ニット）/BLU（公共サービス機関）が設立されること 
マミナサタ広域都市圏で広域連携給水プロジェクトが形成される場合には、プロジェクトの

活動を通じて協議してきた広域連携の枠組みを活用して、公的サービス機関である

UPTD/BLU が適切に設立されることが望まれる。 
 

3-7. 教訓 
(1) 規模の異なるカウンターパート組織に対してプロジェクトの投入配分を工夫すること 
本プロジェクトでは、詳細計画策定調査が実施された際に対象の 4PDAM に対する投入を平等に行

うことが妥当だと判断された。これは、4PDAM の中で組織規模も給水事業規模も大きい PDAM が

リーダーシップを取るような関係ではないと判断されたためである。終了時評価調査時点でもこの

状況に変化はなく、プロジェクトの目標達成に対して影響を与えてはいないため、当時の判断は妥

当だったと言える。一方、規模が異なる組織をプロジェクトの対象とする場合、ひとつの組織に他

の組織をリードする役割を当初から割り当て、プロジェクトの投入をその組織に比較的集中させて

対象組織間のトップランナーとして養成するアプローチも検討に値すると考えられる。このような

方法をとった場合、技術面の持続性をより高い確率で確保できることにもつながるといえる。 
 
(2) カウンターパートの離職や辞職の影響を最小限に留める工夫を検討すること 
プロジェクト実施中、プロジェクトで指導したカウンターパートが離職あるいは辞職したケース

が発生した。PDM の外部条件としても設定されていたが、結果的にプロジェクトの目標達成に対し

て大きな影響は認められなかった。これは、専門家がカウンターパートの中でリーダーシップを取

れるスタッフに対して、必要な知識やスキルを吸収できるよう配慮し、中心的な役割を担うように

意識付けを行ってきたためである。カウンターパートの離職や辞職が予測される場合、その影響を

最小限に留めるような対策を検討しておくことはプロジェクトの効果を確保するために重要なこと

だといえる。 
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The Summary of Terminal Evaluation 
1. Outline of the Project 

Country：Republic of Indonesia Project Title：The Project for Water Service Improvement in 
Mamminasata Metropolitan Area in South Sulawesi 
Province  

Field：Water Supply Cooperation Scheme：Technical Cooperation Project  

Department in Charge：Water Resources and 
Disaster Management Group, Global 
Environmental Department  

Cooperation Amount：About 430 million Yen 

Cooperation 
Period 

R/D：July 2009 
September 2009～March 2012 
(2year and 6months) 

Counterpart Organization：  
Project Managing Organization： Directorate General of 

Human Settlements, Ministry of 
Public Works 

Project Implementing Organization： Department of 
Spatial Planning and Settlement, 
South Sulawesi Provincial 
Government 
4PDAMs in Mamminasata 
Metropolitan Area 

Supporting Organization in Japan：Nagoya City Waterworks 
& Sewerage Bureau, Okayama City Waterworks Bureau, 
Nihon Suido Consultants Co., Ltd. KRI International Corp. 

Related Organization：Ministry of Health, Labour and 
Welfare 

1-1. Background of the Project 
Mamminasata Metropolitan Area which is situated in the south of Sulawesi Island is stipulated as Metropolitan 
Area consisting of Makassar, Maros, Gowa and Takalar. Its population is about 2.25 million and it is a center 
of east Indonesia’s economy. However water supply coverage of Makassar is about 70% and those of Maros, 
Gowa and Takalar is about 15%. Construction of water supply infrastructure was slower than progress of 
urbanization. The main reasons are as follows; Non revenue water ratio is about from 30% to 50%. Burden of 
debt repayment is heavy. Water tariff is too low. These things made the PDAM’s management difficult and 
investment fund for water pipe renewal and expansion of service area cannot be allocated. Water sources of 4 
PDAMs are surface water and turbidity becomes high in rainy season. Therefore appropriate operation of 
water treatment plant is necessary based on appropriate water quality management. However in small scale 
water treatment plant, even fundamental equipment for water quality analysis is not installed and water was 
distributed without conducting water quality analysis. This low service quality deteriorated willingness to pay 
of water tariff by residents and was the cause of high NRW ratio. Furthermore interregional issues which are 
common to 4 PDAMs such as response to progress of urbanization and securement of water sources were 
recognized. However there was no coordination mechanism among 4 PDAMs and system for problem solution 
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was not made. Based on these backgrounds, targeting 4 PDAMs in Mamminasata metropolitan area technical 
cooperation project was commenced for the purpose of enhancement of water supply service through 5 
outputs.  
(i) constitution of interregional coordination system 
(ii) measures of NRW improvement 
(iii) financial improvement 
(iv) improvement of facility operation and maintenance 
(v) improvement of water supply utility operation and maintenance through water quality improvement 
 
1-2. Project Overview 
In PDAMs of Makassar, Maros, Gowa and Takalar in Mamminasata Metropolitan Area, technical transfer is 
conducted through OJT to each PDAM’s staff in order to improve water supply service.  
 
(1) Overall goal 

Inter-regional cooperation and coordination mechanism among PDAMs is strengthened. 
(2) Project Purpose 

Capacity of PDAM staff for technical management (O&M) and financial administration of water supply 
service in Mamminasata Metropolitan Area is enhanced. 

(3) Outputs 
Output1: Inter-regional cooperation and coordination mechanism among PDAMs is strengthened. 
Output2: PDAM’s financial administration capacity is strengthened. 
Output3: PDAM’s technical capacity for NRW reduction is strengthened. 
Output4: PDAM’s technical capacity for establishment of GIS database is strengthened. 
Output5: PDAM’s technical capacity for water quality management of small scale water treatment 

facilities is strengthened.  
(4) Inputs (as of terminal evaluation) 

Japanese side：Cooperation Amount: About 430 million Yen 
Placement of Experts 13 experts：86.17MM（as of November 2011） 

field：Chief Advisor/Water Supply Management/Capacity 
Development, Water Supply Utilities Management Advisor, Deputy 
Chief Advisor/NRW Reduction, Leak Detection, Finance 
Management, Business Management/Customer Relations, O&M of 
Water Treatment Facilities, Water Quality Management, GIS, 
Inter-organizational Coordination Advisor, Coordinator/Assistant to 
Water Quality Management 

C/P trainees received 17 C/Ps（Total:8.07MM） 
Provision of Equipment JPY52.9million 

Major Equipment is PCs for financial management, Leak Detector, 
Flow Meter, GIS server, GIS software, equipment for water quality 
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analysis.  
Local Cost： First year：JPY3.031million 

Second year：JPY2.561million (plan) 
 

Indonesian side 
Counterpart allocation Project Director, Project Manager, Staff allocation for each field from 

each PDAM 
Local Cost：  Counterparts’ travel cost including allowance and accommodation 

fee (Each PDAMs disburse for counterparts’ travel cost) 
 Electricity fee, internet connection fee, water tariff for the project 

office in DSPS 
 Installment cost and operation and maintenance cost of customer 

meters and water quality analysis equipment procured in the 
project 

 Allowance and travel cost for the steering committee members 
and JCC members to attend the meetings 

Buildings and Facilities  Office space and necessary facility in DSPS in South Sulawesi 
Government 

 Meeting rooms for project activities and training 
 

2. Evaluation Team 

Members  Job title Name Occupation 

Team Leader Hideo Miyamoto Senior Advisor to the Director General, Water 
Resources and Disaster Management Group, 
Global Environment Department, JICA 

Urban 
Waterworks 

Yuji Honda Nagoya City Waterworks & Sewerage Bureau 

Cooperation 
Planning 

Ryosuke Isobe Deputy Director, Water Resources Management 
Division I, Water Resources and Disaster 
Management Group, Global Environment 
Department, JICA 

Evaluation 
Analysis 

Ayako Namura Tekizai Tekisho LLC 

 

Period 3 Nov 2011-26 Nov 2011 Type of Evaluation：Terminal Evaluation 

3. Results of Evaluation 

3-1. Confirmation of Actual Achievement 
(1) Output 1：Inter-regional cooperation and coordination mechanisms among PDAMs are strengthened. 
Strengthening of inter-regional cooperation and coordination mechanisms is partially achieved. 
Discussion on inter-regional cooperation and coordination mechanisms was conducted with stake holders. As a 
result two themes are identified as inter-regional coordination; 
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One is the cross border water supply between PDAMs and the other is inter-regional water supply initiated by 
provincial government. So far regarding cross border water supply between PDAMs, two MOUs were 
concluded between Gowa and Takalar and between Makassar and Takalar. Regarding inter-regional water 
supply, contents of cooperation mechanism was clarified and framework was drafted. So far this general 
inter-regional agreement was not agreed. However there is application of inter-regional water supply enterprise 
in the water supply plan in new town of Baru city by provincial government initiative. 
 
(2) Output2: PDAM’s financial administration capacity is strengthened. 
Strengthening of PDAM’s financial administration capacity is almost achieved. 
As a result of OJT implemented in the project, counterparts in each PDAM were able to analyze financially 
utilizing financial statements, to analyze and estimate BPPSPAM index utilizing financial model made in the 
project and to calculate water tariff based on the guideline of Ministry of interior. Also collection rate of water 
tariff was improved and target for 2010 was achieved in the most of PDAMs. For example, Makassar’s 
collection rate of water tariff increased from 86% in 2007 to 96% in 2010. Water tariff collection activity for 
the persons who didn’t pay water tariff was conducted. Since output had been raised by conducting collection 
activities for the persons who didn’t pay in Makassar, the project supported the water tariff collection activities 
for 3 PDAMs in Maros, Gowa and Takalar. Through activities for water tariff collection in pilot area, 
counterparts in 3 PDAMs learned procedure of collection activity and recognized that collection activities for 
the persons who didn’t pay are effective. Also the project explained to governors and mayors that project 
activities contribute to improvement of water supply service of PDAMs. Workshop was held for discussing 
countermeasures for improving financial situations of PDAMs. Through workshop municipal officials 
understood the PDAM’s financial situation and understood the necessity of strengthening of management of 
water supply enterprise. As a result of workshop report of PDAM’s financial situation, Takalar PDAM raised 
the water tariff. 
 
(3) Output3: PDAM’s technical capacity for NRW reduction is strengthened. 
Strengthening of PDAM’s technical capacity of NRW reduction is almost achieved. 
Non-Revenue Water reduction committee was formed in each PDAM. The Project defined the role of 
committee members clearly and enhanced the capacity of every member and instructed the members to tackle 
with NRW reduction activities as a team. Training targeting water meter readers was conducted and they 
learned collecting method to measure the meters and learned to bill water tariff according to the measured 
amount. Furthermore counterparts learned the detailed activities to be implemented for NRW reduction and 
calculation method of necessary budget. Then budget for NRW reduction activities in the pilot areas in each 
PDAM was secured. Now counterparts can draft the NRW reduction plan and implement the planned activities 
appropriately. 
Before the project was commenced, NRW ratio was calculated based on the production amount and it was 
almost estimation. Master meters which were installed in the project enabled the counterparts to grasp the 
accurate distributed water amount and NRW amount can be calculated based on the actual measured numbers. 
This improved the credibility of the data of distributed water amount and number of NRW ratio. NRW ratio 
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was decreased in every PDAM and the target of NRW reduction in pilot area was mostly achieved. For 
example, in one pilot area in Maros NRW ratio decreased from 61.1% to 26.6%. Since large effects appeared in 
pilot areas by NRW reduction measures activities, counterparts recognized the effect of NRW reduction 
measures activities and enhanced the motivation of these activities. 
 
(4) Output4: PDAM’s technical capacity for establishment of GIS database is strengthened. 
Strengthening of PDAM’s technical capacity for establishment of GIS database is almost achieved. 
Although GIS was new concept for most of the PDAMs, counterparts learned the knowledge and skill on basic 
operation of GIS. Concretely counterparts learned to input data, make base map and edit the attribute data. 
Furthermore counterparts learned the system maintenance of how to check the system, how to recover when 
defect occurs and how to backup. All the PDAMs had completed the digitization of distribution pipes figure in 
model area by June 2011 and commenced the digitization of other area. 
 
(5) Output5: PDAM’s technical capacity for water quality management of small scale water treatment 

facilities is strengthened.  
Strengthening of PDAM’s technical capacity for water quality management of small scale water treatment 
facilities is almost achieved. 
The project supported the making of standard of procedure in every targeted WTP and currently the staff of the 
WTP learned to analyze water quality of pH and turbidity. Through the project activities counterparts 
understood the meaning and importance of water quality analysis and learned the collect procedure of water 
quality analysis, how to record the result of water quality analysis and how to feedback the result to water 
treatment. Furthermore efficiency of injection of chemicals and usage of coagulant was improved. 
 
(6) Achievement of Project Purpose: Capacity of PDAM staff for technical management (O&M) and financial 

administration of water supply service in Mamminasata Metropolitan Area is enhanced. 
Capacity of PDAM staff for technical management and financial administration of water supply service in 
Mamminasata Metropolitan Area was enhanced and project purpose was achieved.  
Performance index on operation and maintenance of each PDAM was drastically improved compared to that of 
the project commencement. Target of cost recovery ratio was achieved in most of PDAMs. For example, cost 
recovery ration of Gowa was 104% in 2010. Regarding house connection number, it takes some time to appear 
the effect of house connection number after NRW countermeasures activities and financial improvement. 
Therefore it is difficult to verify direct effect by the project. However it is thought to appear in number in 2012 
or 2013. The number of the days of abidance of water quality standard was improved considerably. The target 
was achieved in most of the WTP. For instance, some WTPs in Makassar and Gowa recorded 100% in the 
number of the days of abidance of water quality standard. The knowledge and skill which were instructed in 
the project were essential for daily operation of water supply utility. Therefore skill and technique acquired in 
the training were utilized in daily job. 
 
3-2. Summary of Evaluation Results 



 

vi 

(1) Relevance 
The policy of water supply sector in Indonesia has not changed so much since the commencement of the 
project. The contents of the project are consistent with National Mid-term Development Plan (2010-2014) 
finalized by BAPPENAS. Also Ministry of Public Works is implementing PDAM Health Program and 
promoting PDAM’s financial improvement. The project is consistent with country assistance plan to Indonesia 
finalized by the government of Japan. Also the project is included in the Mamminasata Metropolitan Area 
development sub-program which is one of sub program of South Sulawesi Province regional development 
program promoted by JICA. Mamminasata Metropolitan Area is designated as special area which needs 
immediate urban development in national spatial plan drafted by Ministry of Public Works. Framework of 
urban environment preparation by broad area collaboration was prepared. Regarding urban environment, 
enhancement of water supply coverage and improvement of water supply service including improvement of 
water quality in the area are the issues and in this regard, the project is consistent with the needs of 
Mamminasata Metropolitan Area. Japan has strength in technique in water supply sector and has affluent 
experienced human resources. Especially the expert team of the project consists of staff of water supply utility 
in local government and ODA consultants and they were fielded so that strength was utilized each other and it 
was relevant to operate the project. 
 
(2) Effectiveness 
It is regarded that effectiveness of the project is high. Staff of targeted PDAMs enhanced the capacity of 
financial management and maintenance management of water supply service. Also if concerned organizations 
can agree to the framework of cooperation of inter-regional water supply enterprise by the end of the project, 
base of cooperation system in inter-regional enterprise of water supply sector is established and it is expected 
to be utilized in promoting urban environment in Mamminasata Metropolitan Area in the future. 5 outputs set 
in the project is essential element to achieve the project purpose. Also external assumption which influences 
the achievement of project purpose is not found. Therefore it can be said that achievement of output leads to 
achievement of project purpose. In addition to high prospect of achievement of outputs, strong leadership and 
commitment to improvement of water supply enterprise by PDAM management level lead to high performance 
of the project.  
 
(3) Efficiency 
The project is efficient in its operation. To date, the quality and the quantity of inputs were appropriate. The 
inputs were mostly utilized for project activities. The timing of assignment of JICA experts was adjusted along 
with the progress of activities and this promoted the smooth project implementation. The training in Japan 
conducted three times also boosted the project implementation by observing the Japanese water supply policy 
and system. Especially, the training program brought about change in the participants’ mind-set toward water 
supply services and learned the importance of the well disciplined way of work. In this respect, the training 
program in Japan for water supply sector can greatly foster the counterparts’ understandings of what the 
Project intends to achieve. The PIU (Project Implementation Unit) meeting organized monthly has promoted 
the smooth project implementation as well. This was a good opportunity for the counterparts to grasp the 
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progress of activities at other PDAMs, share the experience, and discuss the solutions toward the problems 
they encountered. 
 
(4) Impact 
It is expected that overall goal will be achieved if the activities promoted by the Project is sustained at all of 4 
PDAMs in the future. To maintain the good level of activities, the staff motivation toward the water supply 
service needs to be sustained or promoted. Through this, the enhanced capacity through the Project will lead to 
the further improvement of capacity and quality of water supply service by PDAMs. In addition to this, in 
order to achieve overall goal, continuous financial assistance by central and local government is essential. 
Especially in order to achieve the increase of water supply coverage of national target by 2015, expansion of 
water supply facilities, for example construction of new WTP, repair of existing facilities, expansion of 
distribution network and so on, is needed. It is prerequisite that finance for the expansion is secured. 
 
(5) Sustainability 
Considering policy and institutional aspects, financial aspects and technical aspects, sustainability is 
considered to be secured to some extent. 
 
・Policy and Institutional Aspects 

The policy environment is likely to be favorable for PDAMs. The GOI keeps the target goal of drinking 
water access for 70% (pipeline of 32%) of the population by 2014 to meet the target of Millennium 
Development Goal of 80% of drinking water access by 2015. Moreover, the Ministry of Public Works and the 
Ministry of Finance still pursue the policy on the improvement of financial status of PDAMs and provide the 
investment funds to those which are successful in financial improvement. South Sulawesi Province has 
promoted the development program in Mamminasata Metropolitan Areas including the improvement of water 
supply services to date. As such good policy environment to PDAMs is considered to be kept in the future. 
 
・Financial Aspects 

In every targeted PDAMs financial situation was improved and capacity of financial analysis by staff is 
improved and staff is able to estimate the future utilizing financial model. Therefore it is considered that 
PDAMS maintain good financial situation in the future. This will support PDAMs in obtaining the budget 
allocation from the central and local governments for new investment funds, including the loans from donors, 
in the future. It is also expected that the PDAMs will continuously make efforts to secure the necessary budget 
for daily activities and maintenance for equipment, since the PDAMs are already aware of effectiveness of 
activities that the Project has been promoting. However attention is necessary regarding water tariff raise, since 
it is difficult politically. 
 
・Technical Aspects 

Terminal evaluation team confirmed targeted PDAMs recognized that knowledge and skill improved in the 
project activities are essential for water supply enterprise. Therefore it is expected that activities will be 



 

viii 

continued after the project completion. To ensure the technical sustainability, it is expected that the key 
counterpart personnel will transfer the acquired knowledge and skills to other staff that did not receive the 
training or newly recruited personnel. Since the Project prepared and utilized various training materials in all 
outputs, those are good tools to disseminate the knowledge and skills. The Project procured the equipment for 
which the PDAMs can receive the services after sales in Makassar or Jakarta; therefore it is expected that the 
maintenance work would not be a big problem for the target PDAMs as long as the basic maintenance works 
are regularly carried out for the procured equipment. In regard to GIS, if some complicated troubles occur, 
external assistance from local consultants or GIS related companies will be necessary. Therefore, the Project 
will suggest a plan to have technical support after the Project is finished.  
 
3-3. Factors that promoted realization of effects 
(1) factors concerning the planning 

・ JICA expert team of the project consists of staff of water supply utility of Japanese municipal 
government and ODA consultants. Since the project mixed water supply utility which operate water 
supply in Japan and ODA consultants who have affluent experience, the project could respond to the 
needs of counterpart organization carefully and acquire high credibility from counterparts. 

(2) factors concerning the implementation process 
・ Management level of PDAMs showed strong will and determined attitude to improvement of water 

supply enterprise and exercise its leadership. 

・ Monthly Project Implementation Unit meetings were not just occasion that progress of the project was 
confirmed but the occasion that information and opinion were exchanged among PDAMs and enhance 
each other  

・ Provincial government officials and PDAMs top management level saw the ideal situation of water 
supply enterprise in the training in Japan and they recognized the direction of the project. 

 
3-4. Factors that impeded realization of effects 
(1) factors concerning the planning 
The pH meters procured at the beginning of the project implementation were broken and needed to be repaired 
in Jakarta. The Project procured another type of pH meters which can receive the service after the sales in 
Makassar city. According to the JET, the Leak Noise Correlators procured by the Project were higher 
specification than necessary level for PDAMs. Instead, the Project could have procured less expensive but 
more number of equipment for NRW reduction activities. However this problem hasn’t influenced much to the 
whole project efficiency and it’s influence to the project output was limited. 
(2) factors concerning the implementation process 
Nothing special. 
 
3-5. Conclusion 
In sum, the Project is likely to achieve its purpose by the end of the cooperation period when the planned 
activities are successfully carried out in the remaining cooperation period. The PDAM’s capacity of O&M 
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skills and financial administration of water supply services have been enhanced. Now the PDAMs are able to 
grasp the water supply services and financial conditions by the reliable numerical indicators. The project is 
very appropriate to implement, judging from the relevant of the project. The project effectiveness and the 
efficiency are high and any serious factors adversely affecting the Project have not been observed. It is 
expected that the impact will be generated if the PDAMs sustain the financially health conditions and the 
investment fund from central and local government is secured to expand the water supply. The sustainability is 
likely to be ensured since no negative factors influencing sustainability are identified. Therefore it is 
appropriate that the Project terminates as scheduled. 
 
3-6. Recommendations 
(1) Measures to be taken by the termination of the Project  
 To agree on Inter-regional cooperation and coordination framework (area-wide cooperation) 

among stakeholders by the end of the project term 
It is expected that continuous efforts will be made to agree on the Inter-regional cooperation and 
coordination frameworks which the Project has been promoting among the stakeholders by the end of the 
cooperation period. This agreement will support PDAMs in increasing the water supply schemes since the 
water resources are limited in Mamminasata Metropolitan Area. This framework will also contribute to 
increase in the water supply population. It is expected that the provincial government will take the 
initiatives and take a role of coordinator, the process of project formulation and implementation will be 
accelerated.  

 
 To compile the information of maintenance agencies or companies for the procured equipment 

It is recommended that the Project compile the information of agencies or companies which can do 
maintenance work for the procured equipment in the Project. This is to ensure that the maintenance for 
the provided equipment is carried out appropriately and to last the period of use.  

 
 To consider the options to receive the technical support for GIS from external local resources after 

the cooperation period is finished 
It may be better to discuss the possible options that the PDAMs can obtain technical support on GIS 
operation and maintenance, including support for technical troubles and software upgrade, after the 
completion of the project. The inputs or ideas from the experienced JICA experts will greatly help the 
counterparts make decision on the best way to receive the external supports on GIS in the future. Since 
the implementation plan to expand GIS database for whole water supply areas is currently underway at 
each PDAM, the options discussed between the counterparts and the JICA experts should be included in 
the plan.  

 
 To further emphasize the public relations on the improved performance of PDAMs to promote the 

water supply coverage 
It is recommended that the PDAMs further enhance public relations activities on the improved 
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performance of PDAMs to the residents, such as the improved water quality distributed from the WTP 
which comply with the water quality standards, or the improved financial conditions of PDAMs. This 
may promote the awareness of the residents toward the efforts made by the PDAMs and lead to the 
residents’ incentives to apply new connections. It is expected that the specific activities to strengthen the 
public relations on this matter will be discussed with the JICA experts by the end of the cooperation 
period.  

 
 To visualize the effects on the cost reduction 

One way to promote the motivation of PDAM’s staff would be to show the effects of the cost reductions 
quantitatively. For instance, the PDAMs may be able to calculate the reduced operational costs by 
optimizing the chemical dosage on water treatment process. Likewise, the saved volume of water by 
NRW reduction activities can be calculated and converted to the money value utilizing the water tariff.  

 
(2) Measures to be taken after the termination of the project by the stakeholders 
 To establish the technical network among the PDAMs  

Through the project activities, the human network among the counterparts of PDAMS has been enhanced. 
The Project organized the PIU meeting monthly or Output meetings occasionally. This was very useful 
for the counterparts to share the information, exchange the ideas, and discuss the possible solutions on the 
common problems. In this respect, formulation of technical working group or teams comprised of the 4 
PDAM staff, such as Financial Management team, NRW team, GIS team, and Water Quality 
Management team.  

 
 To emphasize the knowledge and skill transfer to other staff within PDAMs 

The Project trained the counterparts of each PDAM in target fields, such as Inter-regional cooperation, 
finance, NRW, GIS and Water Quality Management. They are core personnel at respective PDAMs and in 
good position of transferring the acquired knowledge and skills to other staff within the organization. This 
will further enhance the human resources capacity of PDAMs and ensure the technical sustainability of 
the Project.  

 
 To establish a public service unit such as UPTD (Regional Technical Implementation Unit) /BLU 

(Public Service Organization) when area-wide water supply project is formulated and implemented 
with the initiatives of the provincial government 
It is expected that a public service unit such as UPTD/BLU will be certainly established with the 
initiatives of the provincial government utilizing the inter-regional cooperation and coordination 
frameworks discussed in the project activities.  

 
3-6 Lessons learned 
(1) To consider the balance of inputs toward the large-scale organizations when the size of counterpart 

organizations varies 
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In case of this Project, the Detailed Planning Survey was conducted and the Survey concluded that it was 
relevant to allocate the project inputs to 4 PDAMs equally. This decision was made judging from the situation 
that any of PDAMs were not in the position of taking the leadership among the target PDAMs. Examining the 
results of the terminal evaluation, this decision did not negatively affect the achievement level of the Project on 
the whole. On the other hand, there is an opinion that another possible option may be to give a leading role to 
one PDAM and develop it as a top runner among the target PDAMs by primarily providing the project inputs 
to said PDAM. This approach may be applicable when the plural number of organizations is targeted and the 
scale of the target organizations varies. It also ensures the technical sustainability effectively.  
 
(2) To consider the possible measures to minimize the influence of resignation or transfer of the trained 

counterparts to the project effects 
The resignation or transfer of the counterpart personnel occurred during the project implementation. This issue 
did not adversely influence to attain the good performance of the Project, because the JICA experts have 
trained the key counterpart personnel who can take leadership to absorb the knowledge and skills that Project 
has provided, and prepared various training materials utilized for the reference. When resignation or transfer of 
the counterparts is highly likely to occur, the possible way of minimizing its influence should be taken into 
consideration.  
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第1章 終了時評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

スラウェシ島南部に位置するマミナサタ都市圏は、マカッサル市（人口 129 万人、2005 年）を中

心とし、近隣のマロス県、ゴワ県、タカラール県に跨る広域都市圏として政府の指定を受けており、

総人口約 225 万人（2005 年）を擁する東部インドネシア経済の中心地である。しかし、水道普及率

は中心都市マカッサル市でも 70％、他の 3 県では 15％と低く、都市化の進展に水道施設の拡張が追

いついていない。その主たる理由は、無収水率が約 30～50％と高いこと、債務返済の負担が大きい

こと、水道料金が低すぎることなどが水道公社（PDAM）の経営を圧迫しており、管網の更新や給水

区域の拡張に必要な投資資金の手当てができないことである。また、4PDAM の水源は主に表流水で

あり、雤期には濁度が高くなることから適切な水質管理に基づく浄水場の運転が求められるが、小規

模浄水場では基礎的な水質分析機器すら備えられておらず、水質検査を行わないまま配水されている。

このようなサービス水準の低さが住民の水道料金支払意思を低下させ、無収水率が高い一因となって

いる。さらに都市化の進展への対応、水源の確保等、域内の水道事業体に共通する広域的課題が認識

されているが、4PDAM 間の連携・調整メカニズムがなく、問題解決に向けた体制が構築できていな

い。 

上記のような背景を踏まえ、マミナサタ広域都市圏に位置する 4 つの PDAM を対象に、(1) 広域

連携体制構築、(2) 無収水率改善対策、(3) 財務改善、(4) 施設維持管理改善、(5) 水質管理改善を通

じた水道事業運営・維持管理体制の改善により、水道サービスの向上を図ることを目的として、円借

款付帯プロジェクトが開始された。 

本プロジェクトは南スラウェシ州政府、マカッサル市、マロス県、ゴワ県、タカラール県をカウン

ターパート（C/P）機関として、2009 年 10 月～2012 年 3 月の約 2 年半の計画で、マミナサタ都市圏

の上水道職員の能力向上を目指して実施されている。 

今般、プロジェクトの終了まで残り約半年を迎えたことを踏まえ、終了時評価調査を実施し、プロ

ジェクトの進捗と今後の方向性について確認した。 

1) 当初めざしていたプロジェクト目標が達成されたかどうかを総合的に検証する。 
2) 日本・インドネシアによる投入実績を確認し、プロジェクトの達成度を把握する。 
3) プロジェクト終了に向けたインドネシア側・日本側への提言をまとめるとともに、他の技術協力

に対する教訓を洗い出す。 

1-2 調査団の構成と調査期間 

インドネシア側 

Mr. Daru Sukamto 公共事業省人間居住総局水道開発局 

Ms. Dian Triastuti 公共事業省人間居住総局プログラム開発局 

Ms. Ajeng Febry Hapsari 公共事業省人間居住総局プログラム開発局 

Ms. Henny Simarmata 公共事業省人間居住総局水道開発局 
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Mr. Zulkarnaim Kitta 南スラウェシ州マミナサタ実施ユニット長（UPTD） 

Mr. Hamzah Ahmad PDAM マカッサル局長 

Dr. Abdul Baddar PDAM マロス局長 
Mr. Hasanuddin Kamal PDAM ゴワ局長 

Mr. Syamsul Kamar PDAM タカラール局長 

 
日本側 

総括 宮本秀夫 JICA 地球環境部水資源・防災グループ参事役 

都市水道 本多祐二 名古屋市上下水道局 

協力企画 磯辺良介 JICA 地球環境部水資源第一課 

評価分析 南村亜矢子 適材適所 LLC 

 
調査期間 
   JICA 団員 コンサルタント団員 
1 11 月 3 日 木  11:20 東京→17:20 ジャカルタ (JL725) 

2 11 月 4 日 金  JICA 事務所訪問 
公共事業省人間居住総局訪問 

3 11 月 5 日 土  13:55 ジャカルタ→17:15 マカッサル 
(GA610) 

4 11 月 6 日 日  資料整理 

5 11 月 7 日 月  南スラウェシ州政府訪問 
JICA 専門家ヒアリング 

6 11 月 8 日 火  JICA 専門家ヒアリング 
JICA マカッサルフィールド事務所訪問 

7 11 月 9 日 水  PDAM マロス訪問 
8 11 月 10 日 木  PDAM ゴワ訪問 
9 11 月 11 日 金  報告書準備 

10 11 月 12 日 土  報告書準備 
11 11 月 13 日 日  報告書準備 

12 11 月 14 日 月  PDAM マカッサル訪問 
PDAM タカラール訪問 

13 11 月 15 日 火  
報告書準備 
PDAM マロスヒアリング 
PDAM ゴワヒアリング 

14 11 月 16 日 水  PIU 会議参加 
報告書準備 

15 11 月 17 日 木 

11:20 東京→17:20 ジャカルタ (JL725) 
(総括、協力企画) 
10:30 名古屋→16:45 シンガポール 
(SQ671) 
18:40シンガポール→19:25ジャカルタ 
(SQ966) (都市水道) 

12:15 マカッサル→13:30 ジャカルタ 
(GA651) 

16 11 月 18 日 金 
10:00 団内打ち合わせ 
11:30 JICA 事務所訪問 
15:00 公共事業省人間居住総局表敬 

17 11 月 19 日 土 13:55 ジャカルタ →17:15 マカッサル (GA610) 
18 11 月 20 日 日 12:30 団内打ち合わせ 
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19 11 月 21 日 月 

8:30 南スラウェシ州政府表敬 
9:00 JICA マカッサルフィールド事務所訪問 
10:00 PDAM マカッサル訪問 
14:00 PDAM マロス訪問 

20 11 月 22 日 火 9:00 PDAM ゴワ訪問 
12:00 PDAM タカラール訪問 

21 11 月 23 日 水 
9:30 南スラウェシ州政府及び 4PDAM との協議 
13:30 JICA マカッサルフィールド事務所報告 
17:20 マカッサル→18:35 ジャカルタ (GA603) 

22 11 月 24 日 木 12:15 内部打合せ 
M/M 準備 

23 11 月 25 日 金 

9:00 合同評価会議及び M/M 署名 
14:00 大使館報告 
16:00 JICA 事務所報告 
20:20 ジャカルタ →22:55 シンガポール(SQ967) (都市水道) 
22:05 ジャカルタ → (総括、協力企画、評価分析) 

24 11 月 26 日 土 1:05 シンガポール → 8:25 名古屋 (SQ672) (都市水道) 
→ 7:15 東京 (JL726) (総括、協力企画、評価分析) 

 

1-3 対象プロジェクトの概要 

プロジェクトの概要は以下のとおりである。 

関係省庁 公共事業省人間居住総局（Directorate General of Human Settlements, Ministry 
of Public Works） 

カウンターパート機関 南スラウェシ州空間計画局（DINAS Spatial Planning and Settlements） 
マカッサル市 PDAM 
マロス県 PDAM 
ゴワ県 PDAM 
タカラール県 PDAM 

直接裨益者 上記 1 市 3 県の PDAM 全職員（合計約 930 人） 
間接裨益者 マミナサタ広域都市圏内の地域住民（約 225 万人） 
プロジェクト期間 約 2 年半（2009 年 9 月～2012 年 3 月） 
対象地域 マミナサタ広域都市圏（マカッサル市、マロス県、ゴワ県、タカラール県） 
上位目標 マミナサタ広域都市圏における水道公社による上水道サービスが改善さ

れる。 
プロジェクト目標 マミナサタ広域都市圏における水道公社職員の上水道サービスの運営・維

持管理能力が向上する。 
成果 （１） 水道公社間の地域内協力・調整メカニズムが強化される。 

（２） 財務管理能力が強化される。 
（３） 無収水削減能力が強化される。 
（４） 地理情報システム（GIS）データベース構築能力が強化される。 
（５） 小規模浄水施設の水質管理が強化される。 

投入 ＜日本側＞ 
（専門家） 
・ チーフアドバイザー/上水道事業運営/キャパシティ・デベロップメント 
・ 上水道事業体運営アドバイザー（直営） 
・ 無収水削減対策 
・ 漏水探知技術 
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・ 財務管理 
・ 経営管理/顧客対策 
・ 浄水場維持管理（直営） 
・ 水質管理 
・ GIS 
・ 組織間連携 
・ 業務調整 

（資機材） 
・ 無収水削減対策用機材（成果３：マスターメーター、配水区メーター、

カスタマーメーター、携帯型超音波流量計、音聴式漏水探知機、自

記録水圧測定器他） 
・ 水質管理用機材（成果５：ジャーテスター、濁度計、pH 計、残留塩

素計他） 
・ GIS 関連機材（成果４：GIS ソフト、サーバー、クライアント PC、

衛星画像他） 
・ 財務管理用機材（成果２：ノートブック PC） 

（研修） 
・ 本邦研修（局長研修、部長研修、州政府職員研修） 

＜相手国側＞ 
（カウンターパート職員） 
・ プロジェクトディレクター：南スラウェシ州空間・居住局長 
・ プロジェクトマネージャー：同州空間・居住局 地域・都市部長 
・ Project Implementation Unit ：同州地域開発企画庁天然資源・地域 

   インフラ課長 
同州水道事業運営改善ワークユニット長 
１市 3 県水道公社局長 
同公社技術部長、財務部長 

（事務所スペース及び事務機器） 
南スラウェシ州空間計画局建屋１階部分の一画を事務所スペースとし

て提供 
机椅子、空調設備（クーラー）等の提供 
4PDAM については研修時のスペース提供 

（現地経費） 
カウンターパートの人件費・旅費・日当等 
事務所の電気・水道等の経費 
供与機材の維持管理費 
活動に係る経費（メータチャンバーの建設費、漏水修理費等） 
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第2章 終了時評価調査の手法 

2-1 終了時評価調査の手法 

本終了時評価調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（2010 年 6 月）」に基づき、プロジェ

クトサイクル・マネジメント（Project Cycle Management）手法で用いられるプロジェクトデザイン・

マトリックス（Project Design Matrix、以下 PDM）を活用して、以下の手順で実施した。 

1) PDM に基づいて評価の枠組みをデザインする（評価グリッドの作成（添付資料 3））。 
2) プロジェクトの実績を中心としたデータを収集する。 
3) 「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「持続性」の観点（評価 5 項目、詳細は後述）か

ら収集データを分析する。 
4) 分析結果からプロジェクトの残りの実施期間の活動に対する提言を抽出する。また他の類似事

業に有益な教訓を得る。 

2-2 主な調査項目とデータ収集方法 

2-2-1 主な調査項目 

調査項目は、プロジェクトの実績、実施プロセスの確認、評価 5 項目の観点による評価に分けられ

る。 

（1） プロジェクトの実績の確認 
評価グリッドをもとに、プロジェクトの投入実績、活動実績、アウトプット（成果）の現状、プ

ロジェクト目標の達成見込みを確認・検証する。 

（2） プロジェクトの実施プロセスの確認 
プロジェクトの実施過程を確認する。主な調査項目は、プロジェクトを円滑に実施するために工

夫された点、モニタリングシステムの有無、プロジェクト関係者間の連携状況などである。 

（3） 評価 5 項目に基づく分析 
プロジェクトの実績と実施プロセスの確認を通じて収集した情報を元に、評価 5 項目の 1) 妥当

性、2) 有効性、3) 効率性、4) インパクト、5) 持続性の観点からプロジェクトを評価する。各評

価項目の主な視点は次のとおり。 

妥当性 プロジェクト目標がターゲットグループのニーズと合致しているか、相手国側の政策

との整合性があるのかなど、援助プロジェクトの正当性・必要性を問う。 

有効性 プロジェクトの実施により、ターゲットグループに便益がもたらされているかを検証

し、プロジェクトが有効であるかどうかを判断する。 

効率性 プロジェクトの資源の有効活用という観点から効率的であったかどうかを検証する。 

インパクト プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的な効果や波及効果をみる。 

持続性 援助の終了後、プロジェクトで発現した効果が持続するかを問う。 
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2-2-2 データ収集方法 

（1） 既存資料のレビューと分析 
プロジェクトに関する以下の既存資料をレビューし、情報分析に活用した。 

＜既存資料＞ 

 協議議事録（Minutes of Meetings, 以下 M/M）－ 2009 年 2 月に署名・交換 
 協議議事録（Minutes of Meetings, 以下 M/M）－ 2009 年 7 月に署名・交換 
 討議議事録（Record of Discussions, 以下 R/D）－ 2009 年 7 月に署名・交換 
 PDM（上記の 2009 年 7 月に署名・交換された M/M に含まれる）－ 2009 年 7 月承認 
 詳細計画策定調査報告書（2009 年 5 月） 
 インセプション・レポート（2009 年 10 月） 
 プログレス・レポート（英・インドネシア語） 

 第 1 号（2010 年 3 月） 
 第 2 号（2010 年 7 月） 
 第 3 号（2011 年 6 月） 

 一年次業務完了報告書（2010 年 8 月） 
 プロジェクト実施運営総括表（日） 

 第 1 号（2010 年 3 月） 
 第 2 号（2010 年 7 月） 
 第 3 号（2011 年 6 月） 

 プロジェクト作成資料（議事録、JCC 資料、PIU 会議資料など） 
 
＜現地調査期間中に入手した資料＞ 

 これまでの活動の過程でまとめられた資料 
 インドネシア側政策関連資料 

 
（2） プロジェクト関係者への質問票配布 

現地調査に先立ち、評価分析団員がプロジェクトの実績、実施プロセス、評価 5 項目に関する質

問票案を作成し、事前にプロジェクトの日本人専門家、南スラウェシ州空間計画局、対象 PDAM
に配布した。現地調査中に質問票の回答を回収した。 

（3） プロジェクト関係者に対するインタビューの実施 
上記質問票の回答をもとに、プロジェクトの実績・実施プロセスを確認し、補足情報を収集する

ために、プロジェクト関係者に個別インタビューあるいはグループインタビューを実施した。 

（4） 合同調整委員会への報告 
終了時評価調査の結果を「合同終了時評価調査報告書」としてまとめ、2011 年 11 月 25 日に開

催された合同調整委員会で評価結果を報告した。その後、内容について協議し、日本・インドネシ

ア側関係機関との間で終了時評価調査の結果に関する協議議事録の署名・交換を行った。 
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第3章 評価結果 

3-1 プロジェクトの実績 

3-1-1 投入実績 

 インドネシア側の投入 

（1） カウンターパートの配置 
1） プロジェクト・ダイレクター 

- 南スラウェシ州空間計画居住局（DSPS）局長 
 

2） プロジェクトマネージャー 
- 南スラウェシ州空間計画居住局（DSPS）マミナサタ技術実施ユニット部（UPTD）部長 

 
3） PIU メンバー 

- 南スラウェシ州空間計画住居局（DSPS）マミナサタ技術実施ユニット部（UPTD）部長（プ

ロジェクトマネージャー） 
- 南スラウェシ州地域開発企画庁天然資源・地域インフラ課長 
- 南スラウェシ州水道事業運営改善ワークユニット長 
- マミナサタ地域の 4 PDAM 局長 
- マミナサタ地域の 4 PDAM 技術部長・財務部長 

 
4） 4PDAM のスタッフ 

- 各アウトプットに対応した分野のカウンターパートを配置（詳細は、合同終了時評価調査

報告書 Annex2 参照） 
 
（2） プロジェクト活動費 

以下の費目について、インドネシア側から支出された。 

 トレーニングに参加する際のカウンターパートの旅費と日当宿泊費（カウンターパート所属

の組織負担） 
 南スラウェシ州空間計画居住局（DSPS）内のプロジェクト事務所用の電気代、インターネッ

ト接続費、水道料金など（DSPS 負担） 
 プロジェクトで供与されたカスタマーメーター、水質分析機器などの設備・機材の設置費用、

運営維持管理費（PDAM 負担） 
 運営委員会や合同調整委員会メンバーが会議に出席する際の給与、旅費、日当など（メンバー

所属機関の負担） 
 
（3） 施設や機材の提供 

 南スラウェシ州 DSPS 内において、プロジェクトの事務スペース、必要な設備がインドネシ

ア側から提供されている。 
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 プロジェクトの活動に必要な会議室や研修のための場所がインドネシア側から提供されて

いる。 
 
 日本側の投入 

（1） 専門家派遣 
プロジェクト開始から2011年 11月までに派遣された専門家の担当分野と派遣期間は次のとおり

である。これまで 13 人の専門家が派遣された（合計 86.17MM）。 

（単位：人/月） 

 
分野 

MM 

 1 年次 2 年次 
（11 月まで） 

 2009/9 – 2010/8 2010/10 – 2011/11 

1 総括/上水道事業運営/CD 7.40  7.50  
2 上水道事業体運営（1 年次） 2.30  0.00  
3 上水道事業体運営（2 年次） 0.00  2.00  
4 副総括/無収水削減対策 7.43  7.00  
5 漏水探知技術 2.00  2.00  
6 財務管理 4.20  4.00  
7 経営管理/顧客対策 3.57  4.00  
8 浄水場維持管理 2.00  2.00  
9 水質管理 3.50  4.00  

10 GIS 3.00  3.57  
11 組織間連携 4.20  4.50  
12 業務調整 2.00  0.00  
13 業務調整/水質管理 0.00  4.00  

 小計 41.60  44.57  

 合計 - 86.17  
 
（2） 機材の投入 

プロジェクト開始から終了時評価時点までの期間において、5290 万円（約 55 億 5100 万インド

ネシアルピー1）の機材が供与されている。供与された主な機材は、財務管理用のコンピューター、

漏水探知機器、流量計、GIS サーバー、ソフトウェア、その他 GIS に必要な機材、水質分析機器な

どである。プロジェクトで供与された主な機材リストは、合同終了時評価報告書（英文）の Annex 
4 を参照。 

（3） 現地業務費 
現地業務費は以下の表に示すとおりである。1 年次には 3031 万円（約 31 億 3000 万インドネシ

アルピー2）が支出され、2 年次の予算額は、2561 万円（約 27 億 2000 万インドネシアルピー3）で

ある。詳細は合同終了時評価調査報告書（英文）の Annex 5 を参照。 

                                                        
1 交換レート: 2009 年 8 月時点の JICA 交換レート：1 IDR= 0.00959 JPY（主な機材はこの時期に購入された） 
2 交換レート: 2010 年 8 月時点の JICA 交換レート：1 IDR=0.00969 JPY 
3 交換レート: 2010 年 9 月時点の JICA 交換レート：1 IDR =0.00941 JPY 
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（単位：日本円） 

費目 
1 年次 

（2009/10-2010/8） 
実績 

2 年次 
（2010/9- 2012/2） 

計画 
合計 

合計 30,312,000  25,611,000  55,923,000  

 
（4） 本邦研修 

これまで 17 人が本邦研修に参加した（合計 8.07MM）。参加者リストは、合同終了時評価報告書

（英文）の Annex 6 を参照。 

3-1-2 アウトプット（成果）の達成度 

PDM に基づいたプロジェクト開始から 2011 年 11 月までのアウトプット（成果）の達成状況とプ

ロジェクト期間終了までの達成見込みは以下のとおり。 

（1） 成果 1 

要約 指標 

水道公社間の地域内協力・調整

メカニズムが強化される 
1-1.確認されたメカニズムの概要 
1-2.作成された覚書 

 

＜1-1. 確認されたメカニズムの概要＞ 

地域内協力・調整を促進するために、PDAM の法務や渉外担当者の中堅職員で構成されたワー

キング・グループが結成された。関係者と共に地域内協力・調整メカニズムに関する議論を進めた

結果、広域連携のテーマとして「PDAM 間の区域外給水」と「州政府主導の広域供水事業」の 2
つが特定された。 

「PDAM 間の区域外給水」に関しては、プロジェクトの支援を受けて州政府と PDAM が協力の

枠組みを策定し、PDAM 間で協力する方法を特定した。その結果、ゴア－タカラール間の協力協

定書が 2011 年 6 月に締結され、マカッサル－タカラール間でも 2011 年 8 月に協定書が締結された
4。マカッサル－マロス間の協力協定に関しても協議が進んでおり双方ともに協力を望んでいるが、

マロス域内でも給水量が不足しており、マカッサルへ供給できる余剰分がないため、協定書への合

意・署名は現在保留となっている。PDAM マロスによれば、2013 年に民間投資を活用して浄水場

を新設する予定であり、そのタイミングで協定を締結したいと考えているとのことである。 

＜1-2. 作成された覚書＞ 

これまで協議を重ねてきた結果、州政府の主導によるマミナサタ広域都市圏における「広域供水

事業」の協力メカニズムの内容が明確になり枠組みが策定された。合意形成に多大なる時間と努力

を費やしてきたが、現時点ではまだこの協力協定書の合意には至っていない。その一方で、州政府

の主導によってバル市のニュータウンにおける給水事業計画において、プロジェクトで協議された

                                                        
4 協定は署名されているが、タカラール、マカッサル PDAM へのインタビューによると、協定の実施が難航している

とのことである。PDAM タカラールからマカッサル市民へ給水する予定だが、初期費用などはマカッサル市民が負

担する必要があり、市民はそれに難色を示しているとのことである。 



 

3-4 

ような広域供水事業の枠組みを適用して計画を進めているという事例もある。 

（2） 成果 2 

要約 指標 

PDAM の財務管理能力が強化

される 
2-1. 研修資料と研修参加職員数 
2-2. 水道料金徴収率が改善される。 
2-3. ワークショップ/セミナーの開催数およびその参加者数 

 
＜2-1. 研修資料と研修参加職員数＞ 

研修に参加した職員数は、2009 年、2010 年は 34 人で、2011 年は 37 人だった。PDAM マロスの

ビジネスプランはプロジェクトの支援を受けて作成・提出され、財務省に承認された。PDAM タ

カラールの場合は財務省から見直しするよう指導されていたが、プロジェクトがレビュー作業を支

援し、既に再提出された。その結果 PDAM タカラールの負債の支払い期限が繰り延べされた。現

在、プロジェクト活動を通じて研修に参加した結果、4 つの PDAM のカウンターパートは、ビジ

ネスプランのモニタリングを適切にできるようになった。 

研修参加者人数 

 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 合計 

2009 9 8 9 8 34 

2010 9 11 7 7 34 

2011 11 11 7 8 37 

出所：2010 年 7 月付けのプログレス・レポート第 2 号と 2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号 

 
プロジェクトで OJT を実施した結果、各 PDAM のカウンターパートは財務諸表を活用した財務

分析、プロジェクトが作成した財務モデルを活用した BPP SAPM 指標の分析・予測、内務省のガ

イドライン5に基づいた水道料金の算定などができるようになった。特に中心メンバーは、PDAM
の財務状況の説明や、財務状況をどのように改善すべきか分析できるようになり、さらに水道料金

と債務のバランスを考慮しながら、中期的な視点で財務管理を行えるようになった。 

アウトプット 2（財務管理、事業管理/顧客管理）の研修コース用に、83 種類の研修教材が作成

され、研修で活用されてきた。これらの研修教材は、これまで指導を受けた内容のレビューや、他

のスタッフに指導する際に活用できる。作成された教材リストは、合同終了時評価報告書（英文）

の Annex 7 を参照。 

＜2-2. 水道料金徴収率が改善される＞ 

ほとんどの PDAM で水道料金の徴収率が改善され、2010 年の目標値を達成している。詳細は以

下の表のとおり。 

 

                                                        
5 このガイドラインは“The Regulation of Ministry of Home Affairs No.23 Year 2006 Technical Guidance and Procedures of 

Water Tariff Determination in PDAM”である。 
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料金徴収率（%） 

年 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 

2007 90 86 64 76 81 94 78 83 

2008 90 89 66 82 89 88 82 83 

2009 90 94 82 88 89 97 85 93 

2010 90 96 88 84 94 95 85 92 

2011 93 - 90 79** 96 - 92 - 
注*: 実際の「水道料金徴収率」は 1～12 月までに徴収された水道料金を同年 1～12 月までに請求した料金で割っ

て算出されている。これは PDAM における集計がこのようなシステムになっているためである。徴収額と請

求額のデータは 4 つの PDAM から提供された数値である。 
注**: PDAM マロスの 2011 年の水道料金徴収率は、2011 年 1～10 月分のデータである。PDAM マロスの大口顧客

である空軍からの未払金の額が相当額あるが、例年 12 月までには支払われるので、今年も 12 月までには支

払われると見込んでいる。10 月時点では 79%と徴収率が低めだが、空軍からの支払いによって、徴収率が

上がる見込みである。 
出所: 2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号より 

 
水道料金の徴収率を改善するために、プロジェクトでは料金未納者への徴収活動を実施した。マ

カッサルでは既に未納者への徴収活動を着実に実施して成果を上げていたので、マロス、ゴワ、タ

カラールの 3 つの PDAM に対して料金徴収活動をプロジェクトで支援した。料金徴収活動のパイ

ロット地区での活動を通じて、3 つの PDAM のカウンターパートは徴収活動の手順を学び、未納

者への徴収活動が非常に効果的な活動であると認識できた。現在では他の地区における未納者への

料金徴収活動をカウンターパート自身で計画している。下表は 3 つの PDAM において 2011 年 3 月
中旬～10 月まで実施された料金徴収活動の結果を示している。最後の行にこの活動によって徴収

された 2011 年 10 月までの金額を示している。 

パイロット地区における未納者への水道料金徴収活動 

PDAM ゴワ マロス タカラール 
顧客数 1,137 人 641 人 112 人 
徴収活動 督促状の送付、訪問、接続の休止 
徴収額（Rp）（2011 年 6 月時点） 4.27 million 13.63 million 8.27 million 
パイロット地区での未納者への

徴収活動によって増加した料金

徴収率（2011 年 6 月時点） 
+1% +5% +14% 

    
徴収額（Rp.）（2011 年 10 月時点） 10.38 million 14.70 million 9.76 million 
出所： 2011 年 6 月時点のデータ：プログレス・レポート第 3 号（2011 年 6 月作成）、2011 年 10 月時点のデータ：

JICA 専門家より 
 
＜2-3. ワークショップ/セミナーの開催数およびその参加者数＞ 

県知事や市長に対して PDAMの財務状況やプロジェクトの活動が PDAMの給水サービスの改善

に貢献することを説明し、PDAMの財務状況を改善するための方策を議論するためのワークショッ

プが開催された。ワークショップは主に県・市自治体関係者や政策決定者をターゲットとして、既

にマロス県、ゴワ県、タカラール県で実施された。ワークショップを通じて、自治体関係者は管轄

する PDAM の財務状況を理解し、上水道事業の経営を強化する必要性を理解した。ワークショッ

プで PDAM の財務状況等の報告を受けて、タカラール県では水道料金の値上げに踏み切ったなど
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の効果が見られた。マカッサル市に対するワークショップは現在準備中であり、プロジェクト実施

期間中に開催される見込みである。 

プロジェクト期間の初期に、州、市、県スタッフと、PDAM の局長やスタッフを対象としたセ

ミナーが開催され、水道事業体の財務やマネジメントに関する基礎項目に関する研修を実施した。

2009 年 2010 年に実施された計 3 回のセミナーに 220 人が参加した。これらのセミナーを通じてセ

ミナー参加者は、水道事業体を適切にマネジメントするためには財務状況を分析することが重要だ

ということを理解したといえる。 

（3） 成果 3 

要約 指標 

PDAM の無収水削減能力が強化

される 
3-1. 研修資料および研修参加職員数 
3-2. 計画されたとおりに無収水削減対策予算が確保される 
3-3. 年間の無収水率が減尐する 

 
＜3-1. 研修資料及び研修参加職員数＞ 

これまで約 60 人の PDAM 職員が無収水削減分野での研修に参加した。研修に参加した PDAM
ごとの詳細な人数は下表のとおりである。無収水削減分野では 10 種類の研修資料が作成されてい

る（詳細は合同終了時評価報告書の Annex 7 を参照）。 

研修参加人数 

 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 合計 

2009 19 11 9 22 61 

2010 19 11 9 22 61 

2011 21 11 9 22 63 

出所：2010 年 7 月付けのプログレス・レポート第 2 号と 2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号 

 
プロジェクト開始当初に無収水削減委員会が各 PDAM で結成された。委員会のメンバーは無収

水削減分野のカウンターパートで構成されている。今日まで無収水削減委員会は非常にうまく機能

している。プロジェクトでは委員会のメンバーの役割を明確に定義してメンバー全員の能力を向上

させ、チームとして無収水削減の活動に取り組めるように指導した。水道メーターの検針員を対象

とした研修も実施され、検針員は正しい検針方法を習得した。この結果、PDAM では実測値に基

づいた水道料金の請求ができるようになった。 

＜3-2. 計画されたとおりに無収水削減対策予算が確保される＞ 

プロジェクト活動を通じて、カウンターパートは無収水削減で実施すべき詳細な活動項目につい

て学び、特定された活動を実施するために必要な予算を積算することも学んだ。現在では、4PDAM
のカウンターパート自身で無収水削減計画を立案できるようになり、計画した活動を適切に実行で

きるようになっている。下表に示したとおり、パイロット地区における無収水削減活動（1 回目、

2 回目）の予算が各 PDAM で確保されている。 
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パイロット地区における無収水調査に配分された予算 

PDAM 1 回目の調査に配分された予算 2 回目の調査に配分された予算 
マカッサル Rp. 4,976,116 Rp. 188,733,000 
マロス Rp. 157,785,600 Rp. 106,222,000 
コワ Rp. 23,992,000 Rp. 24,400,000 
タカラール Rp. 6,633,000 Rp. 8,142,000 
出所：2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号 

 
＜3-3. 年間の無収水率が減少する＞ 

下表は、2009 年から 2011 年 10 月における各 PDAM の四半期/年間の無収水率を示している。 

年間・四半期の無収水率（%） 

  マカッサル マロス ゴワ タカラール 
20096 - 45.7 38.7 24.5 27.1 

2010 

1-3 月 48.0 40.9 - - 
4-6 月 48.1 44.0 - 31.7 
7-9 月 47.4 39.5 46.5 31.6 

10-12 月 48.6 41.8 39.7 30.6 
年間 48.0 41.6 42.8 31.2 

2011 

1-3 月 51.4 43.0 46.8 38.5 
4-6 月 49.5 39.0 42.1 36.2 
7-9 月 45.1 33.8 37.0 26.1 
10 月 42.6 31.6 44.4 17.7 
年間 

（10 月まで） 
48.2 37.8 42.3 32.1 

出所：2011 年 11 月に JICA 専門家から提供されたデータより 

 
プロジェクトが実施される前は、無収水率は生産量を元に計算されており、推定値に近かった。

プロジェクトで設置されたマスターメーターによって浄水場からの正確な配水量を把握すること

ができるようになり、実測値に基づいて無収水量を計算できるようになった。これによって配水量

のデータと無収水率の数値の信頼性が以前よりも向上したといえる。 

プロジェクトではパイロット地区を設定して無収水削減対策の活動を実施しているので、この活

動の直接的な効果（無収水率の低減）はパイロット地区での無収水率に現れるといえる7。したがっ

て、指標として設定されていないが、パイロット地区での無収水率を下表に示して無収水削減活動

の効果を検証する。これによると、ほぼ全てのパイロット地区で無収水率削減の目標を達成してい

る。このように無収水削減対策の活動によって、パイロット地区で大きな効果が現れたため、カウ

ンターパートは無収水削減対策の活動の効果について認識し、この活動に対するモチベーションを

                                                        
6 2009 年の無収水率は生産能力を元に算出されていたので推定値である。2010 年にプロジェクトによってマスター

メーターが設置されたので（PDAM マカッサルでは 7 月、PDAM マロスでは 5 月、PDAM ゴワでは 9 月）、2009 年
と 2010 年の無収水率に大きな乖離がみられるケースがある。PDAM タカラールのマスターメーターに不具合が見つ

かったので、PDAM タカラールの予算によって 2010 年 5 月に交換された。 
7 対象 PDAM の給水地区全体の無収水率削減にも貢献してはいるが、パイロット地区は給水地区の一部なので給水地

区全体での大幅な無収水率の削減は望めないといえる。 
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高めたといえる。 

パイロット地区における無収水削減対策の活動結果（1 回目調査：2010 年、2 回目調査 2011 年） 

PDAM パイロット地区 調査開始前の無収

水率(%) 目標削減率（%） 調査後の無収水率 
(%) 

マカッサル 
1 回目 Taman Khayangan（GMTDC） 11.16 - 5% 3.53 

( - 7.63) 

2 回目 DMA HARTCO INDAH  28.4 - 5% 12.72 
(-15.68) 

マロス 
1 回目 Tumalia 50.28 -20% 31.95 

(-18.33) 

2 回目 Perum. H. Banca 61.1 -20% 26.6 
(-34.5) 

ゴワ 
1 回目 BTN Andi Tonro Permai 13.75 - 5% 1.74 

(-12.01) 

2 回目 PERUMAHAN PELITA ASRI 35.91 - 5% 14.03 
(-21.88) 

タカラール 
1 回目 

Jl. Ranggong 
（BombongIndah） 9.80 - 3% 3.75 

(-6.05) 

2 回目 Btn Sompu Raya & Btn 
Balindah Jl. St. Hasanuddin 23.22 - 5% 2.48 

(-20.74) 
出所：2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号、2011 年 11 月に JICA 専門家から提供されたデータより 

 

（4） 成果 4 

要約 指標 

PDAM の GIS データベース構築

能力が強化される 
4-1. 研修資料および研修参加職員数 
4-2. モデル地区のGIS データベースが作成される 
4-3. GIS データベースの更新・拡張が継続的に行われる 

 
＜4-1. 研修資料および研修参加職員数＞ 

GIS の分野では 2009 年に 28 人、2010 年は 23 人のスタッフが研修に参加し、6 種類の研修資料

が作成されている（詳細は合同終了時評価報告書の Annex 7 を参照）。 

研修参加人数 

 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 合計 

2009 13 5 5 5 28 

2010 13 5 5 5 28 

2011 9 5 4 5 23 
出所：2010 年 7 月付けのプログレス・レポート第 2 号と 2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号 

 
GIS はほとんどの PDAM にとって新しい概念であったが、カウンターパートは GIS の基本的な

操作に関する知識とスキルを習得した。具体的には、データ入力、ベースマップの作成、地物や属

性データの編集ができるようになった。さらにシステムのチェック、不具合が起こった場合のリカ

バリー、バックアップや復元方法などのシステムメンテナンスについても必要なスキルを習得した。

プロジェクトが開始される前は、ほとんどの PDAM では縮尺が不正確な手書きの配管図や属性
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データが付随していない CAD データしか保有していなかった。現在では、4 つの PDAM ではデジ

タルマップを保有できるようになり、時々に応じて必要な縮尺で図面を印刷できるようになってい

る。 

デジタル化された配管図が本プロジェクトで実施した無収水削減対策の活動に活用されたり、

GIS で作成されたベースマップが料金徴収活動での未納者の特定に活用されるなど、水道局でのさ

まざまな日々の活動に活用され始めている。さらに浄水場や主な配管・貯水池などの重要な水道設

備の位置が記されたマミナサタ広域都市圏の地図は、域内供水事業の連携を協議している本プロ

ジェクト成果 1 の活動にも活用された。 

＜4-2. モデル地区の GIS データベースが作成される＞ 

全ての PDAMで 2011年の 6月には既にモデル地区における配管図のデジタル化作業を終了して

おり、モデル以外の地区分の作業を既に開始している。 

各 PDAM でデジタル化された配管の長さ 

 デジタル化された配管の長さ (km) モデル地区でデ

ジタル化された

配管の長さ(km) 
(b) 

カバー率 
(a)/(b) 

 2008 2009 2010 
2011  

(6 月時点) 
(a) 

マカッサル 0 0 41 79 76 104% 

マロス 0 0 171 234 44 532% 

ゴワ 0 0 96 158 29 545% 

タカラール 0 0 97 153 20 765% 

出所：JICA 専門家からのデータより 

 
＜4-3. GIS データベースの更新・拡張が GIS 活動計画に沿って継続的に行われる＞ 

4つの PDAMではモデル以外の地区について既にGISデータベースの構築を始めている。マカッ

サル PDAMでのデジタル化のカバー率が給水地区の 3%とやや低いのは、マカッサルでは既にCAD
で保管しているデータがあり、それを効果的に GIS データベースに移管する方法を検討するのに

時間を要したためである。マカッサル PDAM では、最近 CAD データを GIS データベースに移管

する作業を開始している。したがって GIS データベースのカバー率は 2011 年 6 月時点でやや低く

なっているが、データの移管がスムーズに進めば、カバー率はアップする見込みである。 

GIS データベースの拡張作業の進捗 

 

デジタル化された配

管の長さ(km) （2011
年 6 月時点）(a) 

モデル地区でデ

ジタル化された

配管の長さ(km) 
(b) 

モデル地区以外で

デジタル化された

配管の長さ (km) 
(a-b) 

給水区域における

配管の長さ(km) 
(2010 年時点) (c)  

カバー率 
(a) / (c)  

マカッサル 79 76 3 3,055 3% 
マロス 234 44 190 264 89% 
ゴワ 158 29 129 355 45% 

タカラール 153 20 133 198 77% 
出所：JICA 専門家からのデータより 
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残りの協力期間で、4 つの PDAM が GIS データベースを拡張するための計画を策定する予定で

あり、その計画の中に GIS システムのメンテナンスを行うにあたって重要な事項等（ソフトウェ

アの更新、トラブル発生時に対応できる外部リソースのリストアップなど）を含める予定である。 

（5） 成果 5 

要約 指標 

小規模浄水施設の水質管理能力

が強化される 
5-1. 研修資料および研修参加職員数 
5-2. 水質管理ガイドラインに基づき、日常業務において水質

管理が実施される 
 
＜5-1. 研修資料および研修参加職員数＞ 

4 つの PDAM の研修に参加したスタッフ数は、下表に示すとおりである。水質管理では特定の

スキルが必要になり、さらに中心的な役割を担えるカウンターパートを集中的に育成して、他のス

タッフにも指導できるレベルにまでスキルを引き上げるため、プロジェクトでは 2011 年にコアと

なるカウンターパートを選定した。したがって 2011 年の研修参加者数は 2009 年、2010 年と比較

すると減尐している。2011 年には 41 人のスタッフが研修に参加し、22 種類の研修教材が作成され

た（詳細は合同終了時評価報告書の添付 Annex 7 を参照）。 

研修参加者数 

 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 合計 

2009 32 20 46 14 112 

2010 32 20 46 14 112 

2011 9 9 16 7 41 

出所：2010 年 7 月付けのプログレス・レポート第 2 号と 2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号 

 
＜5-2. 水質管理ガイドラインに基づき、日常業務において水質管理が実施される＞ 

プロジェクトでは対象の浄水場ごとに SOP の作成を支援し、現在では浄水場のスタッフは pH
と濁度に関する水質検査ができるようになった。プロジェクト活動を通じて、カウンターパートは

水質分析の意義・重要性を理解し、水質検査の正しい手順、検査結果の記録の取り方、検査結果を

浄水処理へフィードバックする方法などを習得した。さらに薬品注入や凝集剤使用の効率化を図る

こともできた。 

3-1-3 プロジェクト目標の達成度 

要約 指標 

マミナサタ広域都市圏における

水道公社職員の上水道サービス

の財務管理・維持管理能力が向

上する 

1) 運営・維持管理に関するパフォーマンス指標（コストリカ

バリー率、接続栓数、水質基準遵守日数）が改善される 
2) 研修で得た技術・技能が、上水道サービスの運営・維持管

理の日常業務で活用される 
 
＜1) 運営・維持管理に関するパフォーマンス指標（コストリカバリー率、接続栓数、水質基準遵守

日数）が改善される＞ 
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 コストリカバリー率（= 給水事業収入＋給水事業外収入）/（直接経費＋間接経費）） 

2010 年の PDAM マカッサル、マロス、ゴワのコストリカバリー率は目標値を満たしている。PDAM
タカラールの 2010 年のコストリカバリー率は目標値を満たしていないが、これは減価償却率が大幅

に改訂されたことが原因である。タカラールが保有する施設のほとんどは政府の補助金で建設されて

おり、これら施設の減価償却費が経費に計上されており、コストリカバリー率を引き下げる要因と

なっている。 

 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 

 
目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 

2007 - 92% - 75% - 93% - 77% 

2008 - 93% - 86% - 108% - 83% 

2009 84% 94% 80% 78% 93% 105% 96% 78% 

2010 87% 89% 92% 97% 94% 104% 96% 76% 

2011 93% 108%(8 月) 95% 105%(10 月) 95% - 104% - 

出所: 2011 年 6 月付けのプログレス・レポート第 3 号と、2010 年の会計監査報告書、2011 年中間決算報告書より  

 
資産収益率（ROA

8）（収益性） 

 
出所: JICA 専門家からのデータより 

 
PDAM の収益性を示す代替指標が資産収益率

（ROA）である。左記グラフは 2008 年からの

4PDAM の ROA の推移を示している。2011 年 8
月時点で PDAMマカッサルの ROAは前年より改

善されている。これは 2011 年 6 月にマカッサル

市の水道料金の値上げが実施されたためである。

PDAM マロス9では局長が PDAM 内の組織改革を

実行したため、ROA が改善されている。ゴワの

ROA は下降傾向だが、2010 年の数値はゼロ以上

を保っているので、問題はないといえる。タカ

ラールの場合は、積極的に設備投資を実行してお

り、減価償却費が経費として計上されているため

ROA に影響しているが、キャッシュフローは健全

であり、ROA の数値だけでは収益性が低いとは判

断できない。したがって、4 つの PDAM の収益性

は良好だといえる10。 
 

                                                        
8 ROA：Return on Assets 
9 マロスの水道局長は、2011 年 1 月に現在の局長が就任した。 
10 JICA 専門家へのインタビュー結果より 
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資本比率（安定性） 

(August, 2011)
(October, 2011)

 
出所: JICA 専門家からのデータより 

 
資本比率は企業の安定性を示す主な重要な指

標である。ゴワとタカラールの資本比率は改善さ

れており、よい水準で維持されている（ゴワの場

合は、2010 年に財務省にビジネスプランが承認さ

れてから流動比率が大幅に改善された11）。マカッ

サルとマロスも 2011 年は収益が出ているため、

資本比率が改善される見込みである。  
 
 

 
 接続栓数 

2007 年以降、4 つの PDAM の接続栓数は増加している。無収水削減対策や財務改善、水質改善な

どのプロジェクト活動の効果が接続栓数の増加に反映されるためには、一定の年数が必要になるため、

現時点でプロジェクトの活動が接続栓数の増加に直接及ぼした影響を検証するのは難しいといえる。

2012 年あるいは 2013 年になると、給水栓数の増加となって効果が現れると考えられる。 

 
マカッサル マロス ゴワ タカラール 

 
目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 

2007 - 135,013 - 7,477 - 11,092 - 2,623 

2008 - 140,457 - 8,441 - 12,714 - 3,344 

2009 146,110 146,658 9,341 9,375 14,314 12,954 4,994 4,909 

2010 154,860 150,281 10,341 9,755 15,814 14,771 6,395 6,065 
2011 

(10 月時点) 163,110 - 11,341 10,228 17,314 15,956 7,490 - 

出所：2011 年 6 月付のプログレス・レポート第 3 号と PDAM 提供のデータより 

 
 水質基準遵守日数 

プロジェクトの活動が進むにつれて、ほとんどの浄水場で毎日水質検査が実施できるようになった。

プロジェクト実施期間中に、水質基準遵守日数は大幅に改善され、ほとんどの浄水場で目標値を達成

している。依然として、水質検査機器の不具合や週末の検査を実施しないなどの理由で水質検査を毎

日実施していない浄水場もあるが、水質管理における全般的なパフォーマンスは良好だといえる。 

                                                        
11 ビジネスプランの承認によって、多くの短期負債が長期負債に置き換えられた。 
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PDAMs 浄水場 

% % % 
計画 実績 実績 

 2010/4 – 2011/3 2011/4-/2011/10* 

マカッサル 
Antang 95 97.9 100.0  
Maccini Sombala 80 99.5 100.0  
Ratulangi 80 99.7 98.9  

マロス 
Bantimurung 80 65.5 99.5 
Pattontongan 70 61.4 99.5 

ゴワ 

Pandang-Pandang 80 36.4 100.0 
Tompobalang 70 1.6 100.0 
Limbung 70 58.1 82.0 
Borongloe 70 36.4 51.0 
Parangloe12 70 - - 
Pattallassang 70 42.2 26.0 

タカラール 
Bonto Mate'ne 

80 
94.2 99.1 

Galesong 94.5 90.1 

出所：2011 年 6 月付のプログレス・レポート第 3 号と JICA 専門家提供のデータより 

 
＜2) 研修で得た技術・技能が、上水道サービスの運営・維持管理の日常業務で活用される＞ 

プロジェクトで指導してきた知識やスキルは、PDAM の日常における上水道事業の運営に必要不

可欠なものであるため、研修で得たスキルや技術は既に日常業務で活用されている。 

3-1-4 上位目標の達成見込み 

要約 指標 

マミナサタ広域都市圏における

水道公社による上水道サービス

（能力・質）が改善される13 

1) サービス受給人口が国家目標レベルに向けて増加する

（2015年までにパイプ給水普及率57.4%）。 
2) 毎日の浄水の水質検査結果が常に水質標準を満たす。 
3) 水質がインドネシアの保健省が定めた水質基準に準じる。 

 
上位目標は通常プロジェクト終了から 3～5 年後に、プロジェクトの効果によって発現が期待され

る正のインパクトである。本プロジェクトの上位目標を達成するためには、PDM の外部条件で特定

されているように、給水人口の国家目標を達成するために、中央あるいは地方政府から給水施設の拡

張予算が配分されることが鍵となってくる。水質に関しては、本プロジェクトの実施によって PDAM
のスタッフとトップ層は国家水質基準を満たした水を供給することの重要性を十分理解しているの

で、今後も水質基準を満たすように日々の業務が実行されると期待できる。 

 

                                                        
12 この浄水場では原水を処理するように設計されておらず、さらにこの浄水場から配水している顧客数も尐ないため、

PDAM ゴワでは供与された水質検査機器を本プロジェクトの対象となっている他の浄水場へ回して活用している。 
13 2009 年 5 月に作成された本プロジェクトの詳細計画策定調査報告書では「マミナサタ広域都市圏における水道公社

による上水道サービスが改善される」と記載されているが、英文の PDM では「能力と質」と記載されているので、

日本語のほうでも能力と質を補足して記載した。 
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3-2 プロジェクトの実施プロセス 

本プロジェクトの実施体制は、中央政府の関係機関と州政府の関係機関を中心に構成される合同調

整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）、主に州レベルのメンバーで構成される運営委員会

（Steering Committee：SC）、プロジェクト活動の日々の進捗確認などを行うプロジェクト実施ユニッ

ト（Project Implementation Unit：PIU）の 3 つの委員会・ユニットで構築されている（詳細は添付資

料 5 参照）。プロジェクト計画時にそれぞれの役割が特定され、これまで 3 つの委員会・ユニットが

うまく機能してきた。PIU は、南スラウェシ州政府、対象 PDAM、JICA 専門家チームで構成され、

会議を毎月開催して日々の業務の進捗管理や情報を共有してきた。活動計画表（Plan of Operation： 
PO）は JICA 専門家とカウンターパートが作成し、プロジェクト活動全体の進捗を確認するツールと

して活用されてきた。 

カウンターパートのオーナーシップとプロジェクト活動へのコミットメントは、プロジェクトの活

動が進むにつれて高くなった。これは、プロジェクトが推進しようとしている知識やスキルがカウン

ターパートにとって有益なものだと認識を深めていった結果である。カウンターパートと JICA 専門

家間のコミュニケーションも良好であり、プロジェクト活動をスムーズに推進してきた。 

3-3 評価 5 項目による評価結果 

3-3-1 妥当性 

プロジェクトは以下に示す点から妥当性が高いと判断できる。 

 インドネシア政府の政策との整合性 

プロジェクト開始当初から今日まで、インドネシアにおける上水道分野の政策に大きな変更はない。

国家開発企画庁（BAPPENAS）が作成した国家中期開発計画（2010-2014）では、依然として多くの

PDAM の事業経営が｢不健全｣に分類さていること14、人材育成、資金調達、資産管理が適切でないな

どの問題点が指摘されている。さらに適切なビジネスプランが準備されていないことも指摘している。

多くの PDAM が給水事業を運営するノウハウを有していない事実を考慮し、公共事業省は水道公社

経営健全化計画（PDAM Health Program 2007）を実施することによって、PDAM の経営改善を推進し

てきた。財務省は PDAM が不健全な財務状況からの脱却を支援することを目的として、財政改善行

動計画書（FRAP: Financial Recovery Action Plan）15の作成・承認を条件に、債務負担の軽減を図る PDAM
救済策を公表しており、この政策は発令から今日に至るまで実行されている。本プロジェクトでは、

PDAM の財務状況の改善と、職員の能力向上を目的としており、この点で本プロジェクトの方向性

や内容とインドネシア政府の政策との整合性が保たれているといえる。 

 日本政府の政策との整合性 

日本政府が策定した対インドネシア国別援助計画では、対インドネシア援助における重点分野・重

                                                        
14 国家中期開発計画には、2007 年の PDAM の会計監査結果によると 272 の PDAM 中 22.42%のみが「健全」な財務

状況だったと記載されている。 
15 FRAP は既に廃止され、「Regulation of the Minister of Finance Number 120/PMK. 05/2008」が施行されている。この規

定により、ビジネスプラン等の提出により債務の繰り延べや、累積利息および違約金が減免される方式に変更され

ている。 
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点事項のひとつに「民主的で公正な社会造り」を掲げており、それを実現するためのアプローチに「基

礎的公共サービスの向上」と「都市住民の居住環境改善」を含めた「環境保全・防災」を挙げている。

さらに本援助計画では、地方行政の能力強化にも重点を置いている。JICA では南スラウェシ州地域

開発プログラムを推進しており、本プロジェクトは、その地域開発のサブプログラムである「マミナ

サタ広域都市圏開発サブプログラム（経済開発、経済基盤整備、都市環境改善、都市開発管理と制度

強化）」に含まれている。したがって、本プロジェクトの内容は日本政府の政策や JICA の援助計画

とも合致している。 

 対象地区、対象グループのニーズとの整合性 

マミナサタ広域都市圏は、インドネシア国公共事業省が策定した国家空間計画において、早急に都

市開発を必要とする特別地域に指定されており、当地域の都市環境と経済インフラを推進するために

マミナサタ広域都市圏開発協力委員会（Mamminasata Metropolitan Development Coordination Board: 
MMDCB）が組織されるなど、広域連携による都市環境整備に向けた枠組みが整備されてきた。都市

環境に関しては、同地域における水道普及率の向上と水質の改善を含めた PDAM の上水道サービス

の改善がひとつの課題だった。特に水道サービスを拡張するためには、PDAM の財政難による投資

資金の欠乏を解消する必要があった。この投資資金獲得のためには（日本の円借款等のドナーからの

援助も含める）、公共事業省や財務省の指針に基づく経営改善や水道料金の適正化、開発予算の十分

な配分等が必要だったが、そのためには PDAM が無収水削減対策や財務改善行動計画書の策定等を

通じて経営改善に取り組み、水質や顧客対応など水道サービスの向上に実績を示していくことが課題

だった。本プロジェクトは、上水道サービスを改善するために PDAM の能力が向上することを目標

に実施されており、支援内容には財務改善、無収水削減対策、水質改善等も含まれている。したがっ

て、本プロジェクトはマミナサタ広域都市圏のニーズにも合致している。 

 日本の技術の妥当性 

日本は上水道事業の分野では技術の優位性があり、経験が豊富な人材を有している。本プロジェク

トの JICA 専門家チームは、地方自治体の水道局職員と、ODA のコンサルタントで構成されている。

日本の水道局職員は、水質分析、浄水処理、無収水削減対策、顧客サービス、配管網整備等の豊富な

知見を有している一方、ODA コンサルタントは数多くの国で ODA 事業における水道事業プロジェ

クトの調査や技術協力プロジェクトの運営に豊富な経験を有している。このように、専門家チームを

水道局職員とコンサルタントで構成し、それぞれの強みを活かせるように配置したことは、本プロ

ジェクトを運営するにあたり、妥当だったといえる。 

3-3-2 有効性 

プロジェクトの有効性は高いと判断できる。対象 PDAM のスタッフは上水道サービスの財務管

理・維持管理能力を向上している。またプロジェクト期間終了までに「広域供水事業」の協力の枠組

みについて関係機関が合意できれば、上水道セクターの広域事業における協力体制の基盤が確立する

ことになり、将来マミナサタ広域都市圏の都市環境を推進する際に活用されると期待される。 

本プロジェクトで設定されている 5 つのアウトプット（成果）はプロジェクト目標を達成するため

に必要不可欠な要素であり、プロジェクト目標の達成に大きく影響する外部要因も見当たらないため、

アウトプットの達成が確実にプロジェクト目標の達成につながるといえる。アウトプットの達成見込
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みが高いことに加え、本プロジェクトでは水道事業の改善に向けた PDAM トップ層の強いリーダー

シップとコミットメントが、プロジェクトの高いパフォーマンスを引き出しているといえる。 

プロジェクト期間中に PDAM のカウンターパートの離職や異動が発生し、PDM の外部条件として

設定されているようにプロジェクト目標達成への影響が懸念された。しかし JICA 専門家と中心的な

役割を担っているカウンターパートや新規に配置されたカウンターパート等の努力によって、プロ

ジェクトの活動で強化された能力レベルを大幅に落とすことなく、今日に至っており、結果的にプロ

ジェクト目標達成の阻害要因にはならなかった。 

3-3-3 効率性 

プロジェクトは効率的に運営されてきたと判断できる。これまで投入の質・量は計画されたアウト

プット（成果）を生み出すためにほぼ十分であり、投入はプロジェクト活動に十分活用されてきた。

しかし、プロジェクト開始当初に調達された pH メーターに不具合が頻発し、ジャカルタでの修理が

必要となったため、プロジェクトではマカッサル市でアフターサービスを受けられる別タイプの pH
メーターを調達した16。さらに、供与された相関流量計は現在の PDAM のカウンターパートにとっ

てはややハイレベルの機材であり17、この機材よりも廉価で数量を増やした機材調達を行ったほうが、

プロジェクトで無収水削減の対策活動を実施するためには有益であったとのことである。しかしなが

ら、この問題はプロジェクト全体の効率性に大きな影響を与えたわけではなく、プロジェクトの成果

への影響は限定的だった。専門家のアサイメントのタイミングは、活動の進捗に応じて適宜調整され、

プロジェクト活動を円滑に進める要因となっている。 

本邦研修は 3 度実施され、日本の水道政策や事業を知ることによってプロジェクトの実施を促進す

る結果となった。特に研修プログラムは、研修参加者の水道事業に対する意識を変化させ、規律をもっ

て日々の業務を遂行することの重要性を認識することにつながった。このように、上水道セクターに

ついては、本邦研修に参加し日本の水道事業を一見することは、プロジェクトが目指していることを

カウンターパートが理解することに非常に役立つといえる。 

月例で開催される PIU 会議によってプロジェクトがより円滑に実施されたといえる。PIU 会議はカ

ウンターパートが他の PDAM での活動状況を把握し、さまざまな経験を共有して問題解決について

議論できるよい機会となった。またこのように情報を共有することによって、プロジェクト活動への

モチベーションを高めることにもなった。 

3-3-4 インパクト 

本プロジェクトの上位目標は、「マミナサタ広域都市圏における水道公社による上水道サービス（能

力・質）が改善される」である。プロジェクトがこれまで推進してきた活動を今後も 4 つの PDAM
が維持していけば、このインパクトは発現すると考えられる。活動を維持するためには、水道サービ

スに対するスタッフのモチベーションが維持・促進される必要があるが、PDAM が努力して活動を

維持できれば、プロジェクトで強化された能力がさらにアップし、PDAM による上水道サービスの

                                                        
16 故障した pH メーターは構造上壊れやすいタイプだったので、別タイプの機材を調達することとなった。 
17 プロジェクトでは相関流量計の使用方法やメンテナンス方法について指導しており、カウンターパートは活用でき

るようになっている。 
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質の改善と給水事業の実施能力の向上につながるといえる。これに加え、この上位目標を達成するた

めには、中央・地方政府からの資金援助が継続的に行われることが必要不可欠である。特に 2015 年
までに国家目標である水道普及率の増加を達成するためには、水道設備を拡張する必要があり（新規

浄水場の建設、既存施設の改修、配管網拡張など）、そのための資金確保は必須条件である。 

その他、プロジェクトの実施によって現れたポジティブなインパクトは、4 つの PDAM 間で人的

ネットワークが形成されたことである。他の PDAM の状況について情報を共有し、水道事業の改善

について議論することは、自身の日常業務にとって非常に有益だと多くのカウンターパートが認めて

いる。プロジェクト開始前はスタッフレベルでこのように情報交換ができる機会は存在していなかっ

たとのことである。 

さらに、マミナサタ広域都市圏以外の南スラウェシ州の PDAM は、プロジェクトの支援を受けた

PDAM の財務状況が改善したことについて関心を示していると報告されている。マミナサタ広域都

市圏以外の PDAM において、具体的なプロジェクトのインパクトが発現しているわけではないが、

このように不健全な財務状況から脱却した PDAM が存在するという事実は、現在経営状態が「不健

全」と区分されている他の PDAM も財務状況の改善が可能だという希望を他地区の PDAM にもたら

したといえる。 

3-3-5 持続性 

プロジェクトの持続性は以下の点から確保されると判断できる。 

（1） 政策・制度面 
インドネシア政府は、2015 年のミレニアム開発目標で設定された水道普及率 80%を達成するた

めに、中期国家開発計画（2010-2014）で 2014 年までに水道普及率を 70%（パイプ給水普及率は

32%）に増加させる政策を維持している。さらに公共事業省と財務省は依然として PDAM の財務

改善に関する政策を推進しており、財務改善を達成できた PDAM は資金援助を受けることができ

る。南スラウェシ州では今日までマミナサタ広域都市圏で上水道サービスを含めた開発プログラム

を推進している。このように PDAM にとって良好な政策環境が今後も維持されると考えられる。 

（2） 財政面 
本プロジェクトで対象となった全 PDAM では財務状況が改善され、スタッフの財務分析の能力

が向上し、財務モデルを活用した将来予測もできるようになったので、PDAM では今後もよい財

務状況が維持されると考えられる。財務状況が改善されると PDAM では中央・地方政府から設備

拡張のための資金援助が得られることになる（これにはドナーからの借款等も含まれる）。さらに

PDAM ではプロジェクトが推進してきた活動が水道事業を運営する上で効果的な活動だと十分理

解しているので、今後も日常業務や機材のメンテナンスにかかる費用を確保できるように努力する

と期待できる。 

（3） 技術面 
対象 PDAM では、プロジェクト活動によって向上した知識とスキルが水道事業に必要不可欠な

ものだと認識しているので、プロジェクト終了後も活動は継続されると期待できる。また、各PDAM
で中心的な役割を担っているカウンターパートがプロジェクトで実施した研修に参加できなかっ
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たスタッフや、新規採用のスタッフに知識やスキルを伝達することによって、技術面の持続性が確

実に確保されることになるといえる。プロジェクトでは全てのアウトプットで研修教材が作成され

ているので、今後内部で他スタッフに研修を実施する際に、これらの教材が役立つといえる。機材

に関しては、ジャカルタあるいはマカッサル市でアフターサービスが受けられる機材が調達されて

いるので、日常のメンテナンス作業が確実に行われていれば、PDAM にとって大きな問題にはな

らないと考えられる。カウンターパートは GIS の基礎的なメンテナンス作業はできるようになっ

ているが、万一複雑なトラブルが発生した際には、インドネシア国内で外部サポートが必要になる

と考えられる。したがってプロジェクト実施期間中に JICA 専門家とカウンターパートで、プロジェ

クトが終了した後に外部サポートを受ける方法を検討する予定である。 

3-4 貢献要因・阻害要因 

本プロジェクトの貢献要因は以下のように考えられる。 

 PDAM のトップ層が水道事業の改善に向けた強い意志と確固たる姿勢を示し、リーダーシップ

を発揮したこと（本プロジェクトの効果を促進した要因） 
 月例で開催された PIU 会議が、プロジェクトの進捗を確認する場のみならず、PDAM 間同士の

情報・意見交換の場として活用され、お互いを高めるよい機会になったこと（プロジェクトの

実施を促進した要因） 
 本邦研修によって、水道事業のあるべき姿を実際に見ることによって、プロジェクトが目指し

ている方向性を州政府関係者や PDAM のトップ層が認識できたこと（プロジェクトの実施を

促進した要因） 
 本プロジェクトの JICA 専門家チームは、日本の自治体の水道局職員と ODA コンサルタントで

構成された。日本での水道事業を運営している水道局と ODA における水道事業の経験豊富な

コンサルタントを組み合わせることによって、カウンターパート機関のニーズにきめ細かく対

応することができ、カウンターパートから高い信頼を得ることとなった（プロジェクトの実施

を促進した要因）。 
 
本プロジェクトにおける大きな阻害要因は特に見当たらなかった。 

3-5 結論 

プロジェクト期間の終了までに、予定している全ての活動が実施されれば、当初の目標は達成され

ると考えられる。対象の PDAM では上水道サービスの財務管理・維持管理能力が向上してきている。

現在では、PDAM は信頼性の高い数値データ（指標）によって水道サービスと財務の状況を把握で

きるようになった18。プロジェクトの妥当性は高く、有効性、効率性ともに高い。これまでプロジェ

クトに影響を与えている負の要因も見当たらなかった。PDAM が健全な財務状況を維持し、給水施

                                                        
18 プロジェクト開始前は、配水量等は生産量などの理論値が活用されていたので、無収水量などは推定値だった。財

務分野でも財務諸表の数値が正確に読めるようになり、PDAM の経営状態が正確に把握できるようになった。水質

分析データについても、水質検査を正しい手順で実施し、検査結果を毎日記録するようになり、水質の状態を数値

で把握できるようになった。これらは水道事業を適切に実施していくためには必要不可欠な要素であり、プロジェ

クトでは PDAM の基礎力を高めたと言える。 



 

3-19 

設の拡張のために必要な資金援助を中央・地方政府から得られれば、プロジェクトのインパクトも発

現すると期待できる。これまで持続性を阻害する大きな要因は見当たらないので、PDAM が継続し

て日々の活動を推進していければ、持続性も確保できると考えられる。 
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第4章 提言と教訓 

4-1 提言 

4-1-1 プロジェクト期間終了までに重点を置くべき活動・取るべき措置 

（1） プロジェクト期間終了までに一般広域連携協定について関係者間で合意すること 
プロジェクト終了までに、プロジェクトが推進してきた一般広域連携協定の締結に向けた努力が

継続されることが望まれる。マミナサタ広域都市圏では、水源が限られているなどの課題があるた

め、この協定が締結されれば PDAM は限られた水源を確保して給水事業を行えるようになる。さ

らにこの協力枠組みを活用すれば給水人口を拡大することにもつながり、PDAM に有益な協定と

なる。今後さらに州政府が調整役として主導権を発揮し、広域供水事業の形成や実施が進むことが

期待される。 

（2） 供与機材のメンテナンス情報を集約し周知徹底すること 
プロジェクトから供与された機材のメンテナンスを実施できる代理店や企業の情報を集約する

必要がある。既に各 PDAM の担当者はメンテナンスできる代理店等の連絡先を保有しているが、

担当者レベルで保有しており、情報が一元化されていない。したがってプロジェクト期間中に代理

店の住所、担当者など必要な情報を PDAM がまとめ、専門家と再度確認をして、プロジェクト終

了後も確実にメンテナンスできる体制を確立しておくべきである。 

（3） プロジェクト終了後、GIS の技術サポートを得られる外部リソース先を検討すること 
プロジェクト終了後、PDAM がソフトウェアの更新や技術トラブル対応を含めた GIS の技術サ

ポートを受けられる外部リソース先を検討する必要がある。JICA 専門家は GIS の運用について経

験が豊富なので、プロジェクト実施期間中に専門家からのインプットやアイディアを得て地元の外

部サポート先を検討するとよりよいオプションが検討できると考えられる。GIS の分野では、現在

各 PDAM で GIS データベース構築の拡張計画を作成中であり、専門家と協議した外部サポート先

のオプションも拡張計画に含めておくとよい。 

（4） 給水率向上のため、PDAM の給水事業が改善された点について広報を強化すること 
プロジェクトが支援対象とした浄水場から配水されている水が、現在では国家水質基準を遵守し

た水質を保っていることや、PDAM の財務状況が改善したことなど、PDAM のパフォーマンスが

改善したことを住民に広報することは重要である。地域住民が PDAM の水道事業の改善に向けた

取り組みとその結果を知ることによって、新規接続数の増加にもつながると考えられる。プロジェ

クト期間終了までに、JICA 専門家と具体的な広報の方法や内容について協議し、効果的な広報が

継続的に実施されることが期待される。 

（5） 経費削減効果を可視化すること 
PDAM スタッフのモチベーションを上げる方法のひとつに経費削減の効果を定量的に示すこと

が考えられる。例えば、PDAM において浄水処理過程で凝集剤や薬品注入量を最適化したことに

よって運用コストがどの程度削減されたのかを数値で示すことも可能だと考えられる。同様に無収

水削減活動によって漏水を防いだ水量を水道料金で貨幣価値に換算して、その効果を示すこともで
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きると考えられる。 

4-1-2 プロジェクト期間終了後にカウンターパート機関が重点を置くべき活動・取るべき措置 

（1） PDAM 間で技術分野の人的ネットワークを確立すること 
プロジェクト活動を通じて、PDAM カウンターパート間の人的ネットワークが強化された。プ

ロジェクトでは毎月 PIU 会議を開催したり、アウトプットごとに 4PDAM のカウンターパートを召

集して適宜会議を開催していた。こうした機会は情報共有や、アイディアの交換、共通の課題の議

論の場となり、カウンターパートにとって非常に有益だった。プロジェクト終了後も、4 つの PDAM
の各分野の担当者で技術作業部会あるいは技術チーム（財務管理チーム、無収水削減チーム、GIS
チーム、水質管理チーム）などを立ち上げ、PDAM 間の連携会議を継承していくことが望まれる。 

（2） 各 PDAM 内部で知識やスキルの移転を促進すること 
プロジェクトでは 5 つの分野（域内連携、財務管理、無収水削減、GIS、水質管理）で技術指導

を実施しており、各分野でカウンターパートの能力向上を図ってきた。プロジェクトのカウンター

パートは各 PDAM で中心的な役割を果たしているスタッフであり、所属している PDAM の他ス

タッフにプロジェクトで修得した知識やスキルを移転する立場にいる。他スタッフへの知識・スキ

ルを移転することで、さらに PDAM の人材開発が強化されることになり、プロジェクトの技術的

な持続性の確保につながる。 

（3） 広域連携給水プロジェクトが実施された際に州政府の主導によって UPTD/BLU が設立される

こと 
マミナサタ広域都市圏で広域連携給水プロジェクトが形成される場合には、プロジェクトの活動

を通じて協議してきた広域連携の枠組みを活用して、公的サービス機関である UPTD/BLU が適切

に設立されることが望まれる。 

4-2 教訓 

（1） 規模の異なるカウンターパート組織に対してプロジェクトの投入配分を工夫すること 
本プロジェクトでは、詳細計画策定調査が実施された際に対象の 4PDAM に対する投入を平等に

行うことが妥当だと判断された。これは、4PDAM の中で組織規模も給水事業規模も大きい PDAM
がリーダーシップを取るような関係ではないと判断されたためである。終了時評価調査時点でもこ

の状況に変化はなく、プロジェクトの目標達成に対して影響を与えてはいないため、当時の判断は

妥当だったと言える。一方、規模が異なる組織をプロジェクトの対象とする場合、ひとつの組織に

他の組織をリードする役割を当初から割り当て、プロジェクトの投入をその組織に比較的集中させ

て対象組織間のトップランナーとして養成するアプローチも検討に値すると考えられる。このよう

な方法をとった場合、技術面の持続性をより高い確率で確保できることにもつながるといえる。 

（2） カウンターパートの辞職や異動の影響を最小限に留める工夫を検討すること 
プロジェクト実施中、プロジェクトで指導したカウンターパートが辞職あるいは異動したケース

が発生した。PDM の外部条件としても設定されていたが、結果的にプロジェクトの目標達成に対

して大きな影響は認められなかった。これは、専門家がカウンターパートの中でリーダーシップを

取れるスタッフに対して、必要な知識やスキルを吸収できるよう配慮し、中心的な役割を担うよう
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に意識付けを行ってきたためである。またプロジェクトでは研修教材を作成し、必要な時に復習で

きるような体制を構築した。カウンターパートの辞職や異動が予測される場合、その影響を最小限

に留めるような対策を検討しておくことはプロジェクトの効果を確保するために重要なことだと

いえる。 
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QUESTIONNAIRE  
JAPANESE TECHNICAL COOPERATION FOR THE PROJECT FOR WATER SERVICE IMPROVEMENT IN 

MAMMINASATA METROPOLITAN AREA IN SOUTH SULAWESI PROVINCE IN INDONESIA  
 
 
The terminal evaluation will be carried out from November 3 to 26, 2011 to evaluate the Project for Water 
Service Improvement in Mamminasata Metropolitan Area in South Sulawesi Province. The purposes of 
JICA evaluation are to assess the degree of achievement at the end of the project period, to feedback the 
gained practical lessons to associated projects, and to confirm the accountability of the JICA assistance 
projects to the Japanese public as well as the Indonesian people. As part of the evaluation team’s 
activities, the different forms of questionnaires have been prepared to receive views from various 
stakeholders of the project.  
 
This questionnaire is designed to hear views and opinions from the counterpart personnel and solely aims 
to improve the performance of the project. For this purpose, we would like to receive your frank and 
straightforward answers, comments and suggestions. The results of the questionnaire survey will not be 
used for any other purpose. Please write your answers or opinions on this sheet, and submit to Ayako 
NAMURA, a member of the terminal evaluation team by November 4, 2011 via email.  
 
We would like to ask you to prepare one sheet of answer from each PDAM: therefore several 
counterpart personnel may have to cooperate in order to fill this questionnaire form. Or, if it is 
difficult to prepare only one answer, we definitely welcome to receive the answered questionnaire 
forms from the different personnel from one PDAM. In this case, you may skip the questions that 
bear no relation to you.  
 
Thank you very much for your cooperation.  
 
 

JICA Terminal Evaluation Team  Ayako Namura (Ms), ayana@tekizaitekisho.org  
 
 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
Name: 
 
Position/Title:  
 
Organization (please check  in one appropriate box.): 

Regional Water Supply Enterprise 
 
 Makassar    Maros     Gowa     Takalar 
 

Responsible field in this Project:  

 

Period of working for your organization: 
       years (month /year:    /    -      /       ) 
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IMPLEMENTATION PROCESS 
 
1. How is the progress of the project implementation monitored? 

 
 
 
 
 

 
2. Is the monitoring method above mentioned effective to check the status of activities? 

 
 Yes    No    Do not know 

 
-If your answer is “No,” please specify the reasons.  

 
 
 
 
 

 
3. How is the communication among Project Implementation Unit?  

 
 4. Very good   3. Good   2. Not so good   1 Need improvement  0 Do not know 

 
--If your answer is “2,” or “1,” please specify the reasons.  

 
 
 
 

 
4. Do you observe any difficulties in project implementation? And if there are any 

suggestions/comments on the implementation process or the project management, please describe 
it.  

 
 
 
 

 
 
LEVEL OF ACHIEVEMENT OF THE PROJECT 
 
To what extent do you assess the project has achieved/accomplished the following outputs to date? 
Please circle the appropriate number (%) below. NOTE: “100%” means that the expected/planned 
purpose/outputs are achieved completely. 
 
5. Project Purpose: (indicator 2) To what extent are the trained skills and techniques utilized in routine 

management and O&M works of water supply service at your PDAM?  

 
 
 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 
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--- In your assessment, what are main achievements to date?  
 
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 
 

 
6. Output 1: To what extent is Inter-regional cooperation and coordination mechanism among PDAMs 

strengthened? 

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 
 

 
7. Output 2: To what extent is your PDAM’s financial administration capacity strengthened?  

 
 

--- In your assessment, what are main achievements to date?  
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
8. Output 3: To what extent is your PDAM’s technical capacity for NRW reduction strengthened?  
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--- In your assessment, what are main achievements to date?  
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
 
9. Output 4: To what extent is your PDAM’s technical capacity for establishment of GIS database 

strengthened?  

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
 
10. Output 5: To what extent is your PDAM’s technical capacity for water quality management of 

small scale water treatment facilities strengthened?  

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
11. In addition to the achievements made in accordance with the Project Design Matrix (PDM), do you 

notice any other improvements or achievements made as the results of the Project? 
 

  Yes    No 
 
 
 
 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 
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--If your answer is “Yes,” please describe it in the box below. 
 
 
 
 

 
 
RELEVANCE 
 
12. Do you think that the Project has met the needs of your organization in terms of capacity 

development in technical management (O&M) and financial administration of water supply 
service? Please provide the details explanation to support your answer.  

 
  Yes    No 

 
--If your answer is “No,” please provide the reasons to explain your answer. 

 
 
 
 
 

 
 
13. What is your assessment on technical or knowledge level of JICA experts? 
 
 4. very good   3. good    2. not so good   1. very poor (low level) 

 
--If your answer is “2” or “1,” please provide the reasons to explain your answer. 

 
 
 
 
 

 
 
EFFECTIVENESS 
14. The five Outputs were set up to achieve the Project Purpose of “capacity of PDAM staff for 

technical management (O&M) and financial administration of water supply service in 
Mamminasata Metropolitan Area is strengthened.” Do you think if there are any other components 
or conditions which have to be considered to achieve this Project Purpose? Please describe your 
opinions below. 

 
 
 
 

 
15. Have you observed any negative factors affecting the improvement of technical management 

(O&M) and financial administration of water supply service at your PDAM?  
 
 
 
 

 
 



添付資料 4 
Form1: Questionnaire to PDAMs 
 

6 

 
EFFICIENCY 
 
Conversion of inputs to outputs 
 
16. Have all inputs in the project been fully utilized for the project activities to date?  

 
 
 

 
Appropriateness of quality and quantity of Inputs  
 
17. Are there any inputs (experts, budget, and equipment) which were not delivered timely?  

 
 Yes   No   Do not know 

 
-- If “YES,” please specify the situation.  

 
 
 
 
 

 
18. How was the quality or quantity of inputs of the project?   
 4. Sufficient   3. Sufficient to some extent   2. Not so sufficient   1.Not sufficient at all 
 0. Do not know 

 
--If “2,” or “1,” please specify the reasons.  
 
 
 

 
Counterpart Training – Question for the counterparts who participated in training in Japan 
19. Do you think the counterpart training in Japan supplied by the Project contributed toward 

realizing the Outputs of the Project? 
 
 Yes   No 

 
--- If your answer is “Yes,” please write how it contributed to the project implementation.  

 
 
 
 

 
 
IMPACT 
 
Overall Goal 



添付資料 4 
Form1: Questionnaire to PDAMs 

7 

20. After the project is completed, it is expected that “Capacity and quality of water supply service by 
PDAMs in Mamminasata Metropolitan Area is improved.” To verify this, three indicators are set 
up: (1) Served population is increasing to the national target level (57.4% piped drinking water 
services coverage by the year 2015), (2) Results of daily treated water quality test always satisfy 
water quality standard, and (3) Water quality is based on standard from Ministry of Health of the 
Republic of Indonesia.  

 
What are the key issues, or what measures have to be taken after the project is completed in order to 
realize these goals in the future?  
 
 
 
 
 

 
21. Have you ever observed any positive/negative changes in water supply sector in Mamminasata 

Metropolitan Area because this project has been implemented? 
 
 
 
 
 

 
 
SUSTAINABILITY 
 
Prospects of appropriate utilization of the Output and continuation of the Project Activities 
 
22. Please suggest your opinions what the important issues are to sustain the following outputs.  
 
(a) To maintain the inter-regional cooperation and coordination mechanism among PDAMs. 

 
 
 
 

 
(b) To maintain or enhance the financial administration capacity of your PDAM. 

 
 
 
 

 
(c) To maintain or enhance the technical capacity of NRW reduction at your PDAM. 

 
 
 
 

 
(d) To maintain or enhance the technical capacity of GIS database at your PDAM 
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(e) To maintain or enhance the technical capacity of water quality management in small scale water 
treatment facilities at your PDAM 

 
 
 
 

 
 
Financial Aspects 
23. If possible, please provide the information on the budget support for the Project from your 

organizations 
 

Budget items Amount Timing (from___ until _____) 
 

   
   
   
   
Total   

 
 
24. Is the financial support to your PDAM from central or provincial government likely to be 

continued after the project term is ended? 
 
 
 
 

 
 
Technical Aspects 
25. How do you find the skills which project has supported to enhance?  

 4. Very useful   3. Useful to some extent   2. Not so useful   1. Not useful at all 
 0. Do not know 

 
If “2,” or “1,” please describe your opinion specifically. Also write your comments below.  
 
 
 
 

 
 
OTHER ISSUES, SUGGESTIONS AND COMMENTS 
 
26. The Project is going to complete in about four months. Please describe if there are any remaining 

issues or concerns that need to be addressed before the end of the project cooperation.  
 

 
 
 
 
 

Thank you very much for your cooperation. 
 

*** 
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QUESTIONNAIRE  
JAPANESE TECHNICAL COOPERATION FOR THE PROJECT FOR WATER SERVICE IMPROVEMENT IN 

MAMMINASATA METROPOLITAN AREA IN SOUTH SULAWESI PROVINCE IN INDONESIA  
 
 
The terminal evaluation will be carried out from November 3 to 26, 2011 to evaluate the Project for Water 
Service Improvement in Mamminasata Metropolitan Area in South Sulawesi Province. The purposes of 
JICA evaluation are to assess the degree of achievement at the end of the project period, to feedback the 
gained practical lessons to associated projects, and to confirm the accountability of the JICA assistance 
projects to the Japanese public as well as the Indonesian people. As part of the evaluation team’s 
activities, the different forms of questionnaires have been prepared to receive views from various 
stakeholders of the project.  
 
This questionnaire is designed to hear views and opinions from the counterpart personnel and solely aims 
to improve the performance of the project. For this purpose, we would like to receive your frank and 
straightforward answers, comments and suggestions. The results of the questionnaire survey will not be 
used for any other purpose. Please write your answers or opinions on this sheet, and submit to Ayako 
NAMURA, a member of the terminal evaluation team by November 4, 2011 via email. You may skip the 
questions that bear no relation to you. Thank you very much for your cooperation.  
 
 

JICA Terminal Evaluation Team   Ayako Namura (Ms), ayana@tekizaitekisho.org  
 
 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
Name: 
 
Position/Title:  
 
Organization: 
 
 

Responsible field in this Project:  

 

Period of working for your organization: 
       years (month /year:    /    -      /       ) 

 
 
 
IMPLEMENTATION PROCESS 
 
1. How is the progress of the project implementation monitored? 
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2. Is the monitoring method above mentioned effective to check the status of activities? 
 
 Yes    No    Do not know 

 
-If your answer is “No,” please specify the reasons.  

 
 
 
 
 

 
3. How is the communication among Project Implementation Unit?  

 
 4. Very good   3. Good   2. Not so good   1 Need improvement  0 Do not know 

 
--If your answer is “2,” or “1,” please specify the reasons.  

 
 
 
 

 
4. Do you observe any difficulties in project implementation? And if there are any 

suggestions/comments on the implementation process or the project management, please describe 
it.  

 
 
 
 

 
 
LEVEL OF ACHIEVEMENT OF THE PROJECT 
 
To what extent do you assess the project has achieved/accomplished the following outputs to date? 
Please circle the appropriate number (%) below. NOTE: “100%” means that the expected/planned 
purpose/outputs are achieved completely. 
 
5. Project Purpose: To what extent is the capacity of PDAM staff for technical management (O&M) 

and financial administration of water supply service in Mamminasata Metropolitan Area enhanced? 

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 
 

 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 
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6. Output 1: To what extent is Inter-regional cooperation and coordination mechanism among PDAMs 
strengthened? 

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 
 

 
7. Output 2: To what extent is PDAMs’ financial administration capacity strengthened?  

 
 

--- In your assessment, what are main achievements to date?  
 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
8. Output 3: To what extent is PDAMs’ technical capacity for NRW reduction strengthened?  

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 
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9. Output 4: To what extent is PDAMs’ technical capacity for establishment of GIS database 
strengthened?  

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
 
10. Output 5: To what extent is PDAMs’ technical capacity for water quality management of small 

scale water treatment facilities strengthened?  

 
 
--- In your assessment, what are main achievements to date?  

 
 
 

 
--- In your opinion, what areas have to be strengthened by the end of the cooperation? 

 
 
 

 
11. In addition to the achievements made in accordance with the Project Design Matrix (PDM), do you 

notice any other improvements or achievements made as the results of the Project? 
 

  Yes    No 
 

--If your answer is “Yes,” please describe it in the box below. 
 
 
 
 

 
 
RELEVANCE 
 
Consistency with development policy 
 
 
 
 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 

0％   10    20    30    40    50    60    70    80    90   100％ 
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12. Has there are any changes in the policy on water supply sector in Indonesia? If “Yes,” please 
describe in the box below. 
 

  Yes    No 
 

 
 
 
 

 
13. Do you think that the Project has met the needs of your organization in terms of capacity 

development in technical management (O&M) and financial administration of water supply 
service? Please provide the details explanation to support your answer.  

 
  Yes    No 

 
--If your answer is “No,” please provide the reasons to explain your answer. 

 
 
 
 
 

 
 
14. What is your assessment on technical or knowledge level of JICA experts? 
 
 4. very good   3. good    2. not so good   1. very poor (low level) 

 
--If your answer is “2” or “1,” please provide the reasons to explain your answer. 

 
 
 
 
 

 
 
EFFECTIVENESS 
15. The five Outputs were set up to achieve the Project Purpose of “capacity of PDAM staff for 

technical management (O&M) and financial administration of water supply service in 
Mamminasata Metropolitan Area is strengthened.” Do you think if there are any other components 
or conditions which have to be considered to achieve this Project Purpose? Please describe your 
opinions below. 

 
 
 
 

 
16. Have you observed any negative factors affecting the improvement of technical management 

(O&M) and financial administration of water supply service in Mamminasata Metropolitan Area?  
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EFFICIENCY 
 
Conversion of inputs to outputs 
 
17. Have all inputs in the project been fully utilized for the project activities to date?  

 
 
 

 
Appropriateness of quality and quantity of Inputs  
 
18. Are there any inputs (experts, budget, and equipment) which were not delivered timely?  

 
 Yes   No   Do not know 

 
-- If “YES,” please specify the situation.  

 
 
 
 
 

 
19. How was the quality or quantity of inputs of the project?   
 4. Sufficient   3. Sufficient to some extent   2. Not so sufficient   1.Not sufficient at all 
 0. Do not know 

 
--If “2,” or “1,” please specify the reasons.  
 
 
 

 
Counterpart Training – Question for the counterparts who participated in training in Japan 
20. Do you think the counterpart training in Japan supplied by the Project contributed toward 

realizing the Outputs of the Project? 
 
 Yes   No 

 
--- If your answer is “Yes,” please write how it contributed to the project implementation.  

 
 
 
 

 
 
IMPACT 
 
Overall Goal 
21. After the project is completed, it is expected that “Capacity and quality of water supply service by 

PDAMs in Mamminasata Metropolitan Area is improved.” To verify this, three indicators are set 
up: (1) Served population is increasing to the national target level (57.4% piped drinking water 
services coverage by the year 2015), (2) Results of daily treated water quality test always satisfy 
water quality standard, and (3) Water quality is based on standard from Ministry of Health of the 
Republic of Indonesia.  

 
What are the key issues, or what measures have to be taken after the project is completed in order to 
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realize these goals in the future?  
 
 
 
 
 

 
22. Have you ever observed any positive/negative changes in water supply sector in Mamminasata 

Metropolitan Area because this project has been implemented? 
 
 
 
 
 

 
 
SUSTAINABILITY 
 
Prospects of appropriate utilization of the Output and continuation of the Project Activities 
 
23. Please suggest your opinions what the important issues are to sustain the following outputs.  
 
(a) To maintain the inter-regional cooperation and coordination mechanism among PDAMs. 

 
 
 
 

 
(b) To maintain or enhance the PDAMs’ financial administration capacity. 

 
 
 
 

 
(c) To maintain or enhance the PDAMs’ technical capacity of NRW reduction. 

 
 
 
 

 
(d) To maintain or enhance the PDAMs’ technical capacity of GIS database. 

 
 
 
 

 
(e) To maintain or enhance the PDAMs’ technical capacity of water quality management in small scale water 

treatment facilities 
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Financial Aspects 
 
24. If possible, please provide the information on the budget support for the Project from your 

organizations 
 

Budget items Amount Timing (from___ until _____) 
 

   
   
   
   
Total   

 
 
25. Is the financial support to PDAMs from central or provincial government likely to be continued 

after the project term is ended? 
 
 
 
 
 

 
 
Technical Aspects 
26. How do you find the skills which project has supported to enhance?  

 4. Very useful   3. Useful to some extent   2. Not so useful   1. Not useful at all 
 0. Do not know 

 
If “2,” or “1,” please describe your opinion specifically. Also write your comments below.  
 
 
 
 

 
 
OTHER ISSUES, SUGGESTIONS AND COMMENTS 
 
27. The Project is going to complete in about four months. Please describe if there are any remaining 

issues or concerns that need to be addressed before the end of the project cooperation.  
 

 
 
 
 
 
 

Thank you very much for your cooperation. 
 

*** 
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プロジェクトの実施体制 

組織・体制 役割 構成員 

合同調整委員会

（JCC） 

中央政府レベルを含めて組織

され、プロジェクトの監督と全般

的な進捗確認を行う。必要に応

じて開催。 

 

1) 議長： 

公共事業省人間居住総局長 

 

2) インドネシア側メンバー： 

a. 公共事業省人間居住総局水道局長 

b. 公共事業省人間居住総局計画・プログラ

ム局長 

c. 国家開発企画庁居住・住宅局長 

d. 南スラウェシ州副知事（マミナサタ広域都

市圏開発協力委員会（MMDCB）委員長） 

e. 南スラウェシ州空間計画居住局長 

f. 南スラウェシ州地域開発企画庁長官 

   

3) 日本側メンバー： 

a. JICA インドネシア事務所長 

b. JICA 専門家チーム 

c. 必要に応じて JICAが指定するメンバー 
運営委員会

（Steering 

Committee :SC） 

州レベルで構成され、プロジェ

クトの活動全般についてモニタ

リングと調整を行う。少なくとも年

に 1回開催する。 

1) 議長： 

南スラウェシ州副知事（マミナサタ広域都市圏

開発協力委員会（MMDCB）委員長） 

 

2）副議長： 

南スラウェシ州空間計画・居住局長 

 

3) インドネシア側メンバー： 

a. 南スラウェシ州地域開発企画庁長官 

b. マカッサル市長 (Walikota)、ゴワ県・マロス

県・タカラール県知事(Bupati)  

 

4) 日本側メンバー： 

a. JICA インドネシア事務所長 

b. JICA マカッサルフィールドオフィス (MFO)

代表 

c. JICA 専門家チーム 

d. 必要に応じて JICAが指定するメンバー 
プロジェクト実施

ユニット（Project 

Implementation 

Unit：PIU) 

日常のプロジェクト活動に携わ

る C/P。 

マミナサタ広域都市圏開発協

力委員会（MMDCB）の

Technical Unit の 1 つに位置づ

ける。 

1) 議長： 

南スラウェシ州空間計画居住局マミナサタ技

術実施ユニット部部長 

 

2) メンバー：  

a. 南スラウェシ州地域開発企画庁天然資源・

地域インフラ課長 

b. 南スラウェシ州水道事業運営改善ワークユ

ニット長（南スラウェシ州駐在の公共事業

省人間居住総局職員） 

c. 4 水道公社局長 

d. 4 水道公社技術部長、財務部長 

e. JICA 専門家チーム 
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組織・体制 役割 構成員 

プロジェクト・ダイ

レクター 

プロジェクトの管理・実施に係る

全般的な責任者 

南スラウェシ州空間計画居住局長 

プロジェクト・マ

ネージャー 

プロジェクトの実務的マネジメン

ト及び技術的な点に関する責

任者 

南スラウェシ州空間計画居住局マミナサタ技術実

施ユニット部部長 
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４
P

D
A

M
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ま
と
め

 
 

マ
カ
ッ
サ
ル

 
マ
ロ
ス

 
ゴ
ワ

 
タ
カ
ラ
ー
ル

 

水
道
料
金

 
 

20
11
年

6
月
に
水
道
料
金
値
上
げ

 
- 

20
08
年

1
月
に
料
金
値
上
げ

 
20

10
年

10
月
に
水
道
料
金
値
上
げ

 

組
織
・
職
員
の
能
力
に
つ
い

て
 


 
全
般
的
に
ス
タ
ッ
フ
の
基
礎
能
力
は
高

い
た
め
、
他

PD
A

M
と
比
較
す
る
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
に
よ
る
能
力
ア
ッ
プ
の
度

合
い
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
知
識
や
ス
キ
ル
は

強
化
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
確
実
に
水
道
事

業
を
運
営
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
え
る
。

 


 

20
11
年

1
月
に
局
長
が
交
代
と
な
り
、

組
織
改
革
が
実
行
さ
れ
、

PD
A

M
の

収
益
性
も
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
中
堅
ク
ラ
ス
が

育
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
中
堅

ク
ラ
ス
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
活

動
を
推
進
し
て
き
て
い
る
。

 


 
局
長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
と

代
わ
り
は
な
い
。

PD
A

M
ゴ
ワ
で
も

中
堅
が
育
っ
て
お
り
、
若
手
を
引
っ

張
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
局
長
は
日

本
研
修
で
日
本
の
水
道
事
業
や
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
感
銘
を
受
け
た

と
の
こ
と
。
直
接
的
な
影
響
が
あ
っ

た
の
か
は
不
明
だ
が
指
紋
認
証
シ

ス
テ
ム
を
局
内
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
組
織
管
理
に
積
極
的
で
あ
る
。

 


 
局
長
が
携
帯
電
話
番
号
を
市
民
に

公
開
し
て
苦
情
処
理
を
指
揮
す
る

な
ど
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

強
い
。
組
織
は
若
手
職
員
が
育
っ

て
い
る
が
、
専
門
家
に
よ
れ
ば
他

PD
A

M
と
比
較
す
る
と
や
や
中
堅

層
が
薄
い
と
の
こ
と
。
小
規
模
な
組

織
な
の
で
、
担
当
者
が
長
期
不
在

と
な
る
と
水
道
事
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
低
下
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

 
域
内
連
携

 


 
タ
カ
ラ
ー
ル
と
協
力
協
定
を
締
結
済
み

（
20

11
年

8
月
）
だ
が
、
実
施
面
で
難
航

が
予
想
さ
れ
る
（
タ
カ
ラ
ー
ル
の
項
を
参

照
）
。

 


 
マ
ロ
ス
と
の
協
力
協
定
書
は
ま
だ
協
議

中
。
マ
ロ
ス
か
ら
の
給
水
量
が
確
保
で
き

な
い
た
め
、
署
名
に
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
（
専
門
家
に
よ
る
と
マ
ロ
ス
の
水
源

を
使
っ
て
マ
カ
ッ
サ
ル
へ
の
給
水
を
優

先
す
る
こ
と
に
対
す
る
マ
ロ
ス
側
の
懸
念

が
あ
る
可
能
性
あ
り
）

 


 
マ
カ
ッ
サ
ル
と
の
協
力
協
定
書
は
ま

だ
協
議
中
。

 


 
タ
カ
ラ
ー
ル
と

20
11
年

6
月
に
協

定
書
を
締
結
済
み
。

 
 


 
ゴ
ワ
（

20
11
年

6
月
）
、
マ
カ
ッ
サ
ル

（
20

11
年

8
月
）
と
そ
れ
ぞ
れ
協
力

協
定
を
締
結
済
み
。
し
か
し
、
マ

カ
ッ
サ
ル
と
の
供
水
協
力
提
携
は
、

マ
カ
ッ
サ
ル
市
民
が
初
期
費
用
を

支
払
う
こ
と
に
難
色
を
示
し
て
い
る

た
め
、
実
施
面
で
難
航
し
て
い
る
。

 


 
広
域
給
水
協
力
に
関
し
て
は
、
ど
の

PD
A

M
も
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
て
お
り
、

PD
A

M
の
立
場
と
し
て
は
締
結
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
模
様
。
州
政
府
や
市
・
県
政
レ
ベ
ル
で
の
協

議
に
お
い
て
合
意
が
形
成
で
き
る
の
か
が
鍵
と
な
る
模
様
で
あ
る
。
枠
組
み
の
内
容
は
ほ
ぼ
合
意
に
至
っ
て
い
る
が
、
一
般
協
定
で
あ
る
た
め
、
署
名
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
拘

束
力
が
発
生
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
で
、
関
連
市
・
県
で
は
署
名
に
前
向
き
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
具
体
的
な
案
件
に
お
け
る
合
意
の
場
合
は
、
合
意
形
成
や
署
名
も
一

般
協
定
の
場
合
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
進
む
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
協
議
を
進
め
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
署
名
に
至
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

 


 
た
だ
し
、
一
般
協
定
の
枠
組
み
を
議
論
す
る
過
程
で
、
州
政
府
は
議
論
の
進
め
方
や
調
整
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
コ
タ
・
バ
ル
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
に
お
け
る
広
域
給
水
事
業
の

案
件
に
お
い
て
習
得
し
た
ス
キ
ル
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 
財
務

 


 
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
提
出
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始
前
で
、
財
務
省
に

10
月
末
に
承

認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
マ
カ
ッ
サ
ル
の

流
動
性
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
見
通

し
。

 


 
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
支
援
し
た
。

20
11
年

6
月

に
無
事
財
務
省
に
提
出
し
た
。

 


 

20
09
年

6
月
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

提
出
し
、

20
10
年
に
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
短
期
負
債
の
多
く
が

長
期
負
債
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の

で
20

10
年
は
流
動
性
が
大
幅
に


 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
に
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
財
務
省
に
提
出
し
て
い
た

が
、
改
訂
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の

で
、
改
訂
作
業
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

支
援
し
、
既
に
提
出
済
み
。
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マ
カ
ッ
サ
ル

 
マ
ロ
ス

 
ゴ
ワ

 
タ
カ
ラ
ー
ル

 


 
全
員
が
財
務
諸
表
を
活
用
し
た
財
務
分

析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
 

改
善
さ
れ
た
。

 


 
市
長
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
は
現
在
調
整

中
で
あ
る
。

 


 
県
知
事
に
対
し
て

PD
A

M
の
財
務
状

況
を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

 


 
県
知
事
に
対
し
て

PD
A

M
の
財
務

状
況
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。

 


 
県
知
事
に
対
し
て

PD
A

M
の
財
務

状
況
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
料
金
の
値

上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
た
中
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
報
告
結
果
も
料
金
値

上
げ
へ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

 


 
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
を
習
得
し
た
。

 


 
内
務
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
水
道
料
金
の
算
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 


 
財
務
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
を
習
得
し
た
。
ま
た
財
務
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
、
中
期
的
な
視
点
か
ら
財
務
予
測
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
無
取
水
削
減

 


 
無
収
水
削
減
活
動
の
基
礎
は
ど
の

PD
A

M
ス
タ
ッ
フ
も
習
得
し
た
と
い
え
る
。
無
収
水
削
減
活
動
の
計
画
立
案
方
法
、
モ
デ
ル
地
区
設
定
、
必
要
な
活
動
の
特
定
、
予
算
計
上
な
ど
、

一
連
の
作
業
を
理
解
し
、
自
ら
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

20
11
年

11
月
末
時
点
で
は
、

3
回
目
の
無
収
水
削
減
活
動
計
画
を
全

PD
A

M
で
作
成
し
て
い
た
。

 


 
モ
デ
ル
地
区
で
は
無
収
水
率
が
削
減
さ
れ
て
お
り
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
無
収
水
削
減
に
必
要
な
機
材
の
使
い
方
も
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
形
成
さ
れ
た
各

PD
A

M
の
無
収
水
削
減
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
よ
っ
て
役
割
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
。

 
 


 
無
収
水
対
策
・

G
IS
に
お
い
て
、
中
堅

ス
タ
ッ
フ
が
頼
り
に
な
り
、
他
ス
タ
ッ
フ

を
牽
引
し
て
い
る
。

 


 
無
収
水
対
策
・

G
IS
に
お
い
て
、
中

堅
ス
タ
ッ
フ
が
頼
り
に
な
り
、
他
ス

タ
ッ
フ
を
牽
引
し
て
い
る
。

 

 

G
IS

 


 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は

G
IS
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
基
本
操
作
を
習
得
し
た
。
モ
デ
ル
地
区
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、

G
IS
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
必
要
な
水
道
施
設
関
連
デ
ー
タ
、
顧
客

情
報
、
顧
客
メ
ー
タ
情
報
、
無
収
水
関
連
の
情
報
（
漏
水
情
報
、
違
法
接
続
）
等
の
入
力
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 


 
モ
デ
ル
地
区
以
外
の
デ
ー
タ
も
順
次
入
力
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 


 
日
常
的
な
漏
水
補
修
作
業
、
滞
納
顧
客
の
特
定
と
そ
の
対
応
な
ど
、
日
常
業
務
へ
の

G
IS
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
。

 
水
質
分
析

 


 
水
質
試
験
も
あ
る
程
度
実
施
し
て
い
た

の
が
、
本
来
実
施
す
べ
き
基
本
的
な
作

業
で
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
こ
を
指
導
し
て
き
た
。

 


 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
と
比
較
す
る

と
格
段
に
よ
く
な
っ
た
。
基
礎
的
な
水

質
分
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
記
録

も
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 


 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
と
比
較
す

る
と
格
段
に
よ
く
な
っ
た
が
、
ま
だ
改

善
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

10
0
点

を
満
点
と
す
る
と

60
点
ぐ
ら
い
に
な

る
。
ス
タ
ッ
フ
の
元
々
の
レ
ベ
ル
が

あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
の
で
、
も
う
尐

し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
に
は
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

 


 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
と
比
較
す

る
と
格
段
に
よ
く
な
り
、
水
質
試
験
を

適
切
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

 


 
た
だ
し
水
質
試
験
が
行
え
る
ス
タ
ッ

フ
が

1
人
だ
け
な
の
で
、
将
来
ス

タ
ッ
フ
数
を
増
加
し
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ

る
。

 
そ
の
他
特
記
事
項

 


 
20

11
年

3
月
に
水
道
局
長
の
交
代
、
そ

れ
に
伴
う
人
事
異
動
が
あ
っ
た
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
使
用

予
定
だ
っ
た
会
議
室
が
確
保
で
き
な
い

な
ど
の
問
題
が
生
じ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
や
下
げ
る
要
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マ
カ
ッ
サ
ル

 
マ
ロ
ス

 
ゴ
ワ

 
タ
カ
ラ
ー
ル

 

因
に
も
な
っ
た
。

 


 
他

PD
A

M
と
同
じ
内
容
の
支
援
で
は
マ

カ
ッ
サ
ル

PD
A

M
の
レ
ベ
ル
に
合
致
し

て
な
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
側
か
ら
は
そ
の

よ
う
な
声
は
上
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま

た
専
門
家
に
よ
れ
ば
基
礎
レ
ベ
ル
は
高

い
が
、
ま
だ
完
璧
に
で
き
て
い
な
い
箇

所
を
ひ
と
つ
ず
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
確

実
に
各
分
野
で
の
技
能
が
定
着
す
る
よ

う
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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